
同
朋
大
学
佛
教
文
化
研
究
所
紀
要　

第
三
十
六
号
（
二
〇
一
七
年
三
月
）
抜
刷

【
特
別
調
査
報
告
】
旧
七
条
村
道
場
史
料

松　

金　

直　

美



【
特
別
調
査
報
告
】
旧
七
条
村
道
場
史
料

一
三
七

　
　
　
【
特
別
調
査
報
告
】
旧
七
条
村
道
場
史
料

松　

金　

直　

美



同
朋
大
学
佛
教
文
化
研
究
所
紀
要　

第
三
十
六
号

一
三
八

　
　

は
じ
め
に

同
朋
大
学
仏
教
文
化
研
究
所
で
は
二
〇
一
六
年
九
月
八
日
、
旧
七
条
村
道
場
で
あ

る
中
野
家
（
滋
賀
県
長
浜
市
七
条
町
）
の
調
査
を
す
る
機
会
を
得
た
。
同
家
は
長

く
真
宗
道
場
と
し
て
の
歴
史
を
有
し
、
幕
末
に
寺
院
化
を
遂
げ
る
も
の
の
、
明
治

四
十
一
年
（
一
九
〇
八
）
に
廃
寺
と
な
っ
た
と
い
う（

１
）。

廃
寺
後
も
寺
院
に
類
す
る
荘

厳
や
法
宝
物
を
備
え
て
い
た
こ
と
か
ら
も
（
後
述
）、
地
域
に
開
か
れ
た
宗
教
施
設

と
し
て
の
性
格
を
し
ば
ら
く
は
維
持
し
て
い
た
も
の
と
み
ら
れ
る
が
、
現
在
、
地
域

の
人
々
が
参
詣
に
来
る
よ
う
な
道
場
と
し
て
の
機
能
は
認
め
ら
れ
な
い
。

道
場
で
あ
っ
た
段
階
で
、
同
家
の
性
格
を
表
す
呼
称
は
、
史
料
上
に
い
く
つ
か
み

ら
れ
る
。
寛
政
四
年
（
一
七
九
二
）
の
序
を
有
す
る
地
誌
で
あ
る
『
淡お

う

海み

木こ

間ま

攫ざ
ら
え』

に
（
２
）

は
、「
同（東
本
願
寺
宗
）

　
　
　

樋
口
村
正
覚
寺
末
、
道
場
、
毛
坊
元
左
近
」
と
あ
り
、
十
八
世
紀

後
半
に
作
成
さ
れ
た
と
み
ら
れ
る
『
三
郡
寺
院
鏡（

３
）

』
に
は
「
同（
七
条
）村　

佐
小

（
マ
マ
）右

衛
門
、

自
庵
」
と
あ
る
。
十
八
世
紀
後
半
の
段
階
で
は
、
正
覚
寺
（
滋
賀
県
米
原
市
樋
口
、

長
浜
大
通
寺
末
寺
）
末
の
道
場
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
ま
た
旧
七
条
村
道
場
史

料
の
「
色
々
書
品
之
案
文
留
帳
」﹇
聖
教
・
文
書
・
冊
子
・
巻
子
類
（
已
下
、「
文
書

類
」
と
す
る
）
31
﹈
に
は
、
領
主
で
あ
る
彦
根
藩
が
作
成
し
た
戸
籍
簿
の
写
し
と
み

ら
れ
る
記
事
に
、
所
有
す
る
田
地
の
広
さ
を
記
述
し
た
後
、「
坂
田
郡
長
浜
大
通
寺

下
道
場
、
農
業
仏
門
兼
、
毛
坊
左
近
右
衛
門
、
四
拾
五
才
」
と
あ
る（

４
）。

十
九
世
紀
に

は
、
正
覚
寺
末
か
ら
長
浜
御
坊
大
通
寺
（
真
宗
大
谷
派
長
浜
別
院
、
滋
賀
県
長
浜
市

元
浜
町
）
の
直
接
の
下
道
場
と
な
っ
て
い
た
と
み
ら
れ
、
農
業
と
仏
門
を
兼
業
す
る

「
毛
坊
」
と
し
て
、
同
家
の
左
近
右
衛
門
が
記
さ
れ
て
い
る
。
俗
人
な
が
ら
も
道
場

の
住
持
を
務
め
る
毛
坊
主（

５
）の

存
在
形
態
を
的
確
に
示
し
て
い
る
。「
諸
事
覚
帳
」﹇
文

書
類
32
﹈
に
は
「
自
庵
毛
坊
、
坂
田
郡
七
条
村
、
佐
近
右
衛
門
、
正
定
、
住
職
御

免
、
嘉
永
七
正
月
、
当
年
未
三
拾
五
才
」
と
あ
る
。
自
庵（

６
）の

毛
坊
で
あ
る
三
十
五
才

の
「
佐
近
右
衛
門
」（
釈
正
定
）
は
、
嘉
永
七
年
（
一
八
五
四
）
正
月
に
住
職
が
免

許
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
後
述
す
る
よ
う
に
、
七
条
村
道
場
の
寺
院
化
は
文

久
三
年
（
一
八
六
三
）
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
寺
院
化
に
先
駆
け
て
、
同
家
当
主
は
正

式
な
僧
侶
と
な
っ
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。
ま
た
「
方
便
法
身
尊
形
裏
書
写
」﹇
文
書

類
33
﹈
に
「
辻
元　

左
近
右
衛
門
」
と
あ
り
、
自
庵
を
指
す
「
辻
元
」（
辻
本（

７
）

）
と

称
さ
れ
た
場
合
も
あ
っ
た
よ
う
だ
。
こ
の
よ
う
に
、
様
々
な
呼
称
に
て
同
家
や
同
家

当
主
の
性
格
が
示
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
本
稿
で
は
便
宜
上
、
史
料
上
で
多
く
用
い

ら
れ
る
「
七
条
村
道
場
」
の
呼
称
を
用
い
る
。

従
来
の
真
宗
道
場
研
究
で
は
、
近
世
前
期
に
お
け
る
道
場
か
ら
寺
院
へ
の
展
開
が

主
に
取
り
上
げ
ら
れ
、
近
世
後
期
か
ら
近
代
に
か
け
て
の
時
期
も
、
寺
院
化
の
契
機

で
あ
る
こ
と
は
認
識
さ
れ
つ
つ
も
、
具
体
的
な
研
究
は
あ
ま
り
な
さ
れ
て
こ
な
か
っ

た
よ
う
に
感
じ
る（

８
）。

本
稿
で
は
、「
旧
七
条
村
道
場
史
料（

９
）

」
の
う
ち
主
要
な
も
の
の
紹
介
を
通
し
て
、

幕
末
期
に
お
け
る
寺
院
化
の
一
例
と
し
て
旧
七
条
村
道
場
を
取
り
上
げ
る
。
ま
た
同

史
料
群
に
は
そ
の
寺
院
化
に
際
し
て
法
宝
物
が
免
許
さ
れ
る
場
合
の
経
緯
や
経
費
を

記
し
た
文
書
が
含
ま
れ
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
真
宗
教
団
に
お
け
る
法
宝
物
免
許
に
一

定
の
礼
金
が
必
要
で
あ
る
こ
と
は
認
知
さ
れ
つ
つ
も
、
具
体
的
な
金
額
や
取
次
の
シ
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ス
テ
ム
に
つ
い
て
は
判
然
と
し
て
い
な
か
っ
た
。
さ
ら
に
東
本
願
寺
の
両
堂
再
建
に

関
わ
る
史
料
も
含
ま
れ
て
お
り
、
再
建
事
業
を
通
じ
て
構
築
さ
れ
て
い
っ
た
教
団
機

構
に
つ
い
て
も
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

七
条
村
道
場
の
あ
る
湖
北
は
、
近
世
・
近
代
を
通
じ
て
、
道
場
が
多
く
残
存
し
た

地
域
で
も
あ
っ
た）

10
（

。
当
該
地
域
に
お
け
る
真
宗
信
仰
の
特
性
を
知
る
上
で
も
重
要
な

事
例
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　
　

１ 

． 

七
条
村
道
場
家
の
人
々
と
そ
の
人
生
―
出
産
・
誕
生
か
ら
葬
式
ま
で
―

で
は
、
本
稿
で
取
り
上
げ
る
近
世
後
期
か
ら
近
代
初
頭
に
か
け
て
の
七
条
村
道
場

の
当
主
に
つ
い
て
確
認
し
て
お
き
た
い
。
ま
ず
次
節
で
も
と
り
あ
げ
る
、
釈
時
照

（
？
〜
一
八
五
三
）
が
い
る
。
そ
の
次
の
代
に
な
る
の
が
左
近
右
衛
門
（
釈
正
定
、

一
八
二
〇
〜
七
〇
）
で
あ
る
。
そ
の
子
息
で
、
家
督
を
継
い
だ
の
は
栄
与
茂
（
左

近
、
幼
名
・
亀
治
郎
、
釈
時
照
、
一
八
四
五
〜
一
九
一
一
）
と
い
う
人
物
で
あ
る
。

左
近
右
衛
門
（
釈
正
定
）・
栄
与
茂
（
釈
時
照
）
の
頃
に
、
寺
院
化
し
て
い
く
こ
と

と
な
る
。

「
旧
七
条
村
道
場
史
料
」
で
、
ま
ず
興
味
深
い
の
は
、
子
供
の
出
産
・
誕
生
に
関

す
る
史
料）

11
（

が
含
ま
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。
た
と
え
ば
「
産
後
見
舞
覚
（
生
子
悦
儀

帳
）」﹇
文
書
類
２
﹈
に
は
、
弘
化
二
年
（
一
八
四
五
）
十
一
月
二
十
八
日
に
亀
治
郎

（
の
ち
の
栄
与
茂
）
が
誕
生
し
た
後
、
受
け
取
っ
た
産
後
見
舞
金
の
額
と
名
前
や
、

「
入
用
覚
」
が
書
き
上
げ
ら
れ
て
い
る
。

ま
た
葬
式
に
関
す
る
帳
面
も
八
点
残
存
す
る
。
葬
式
に
際
す
る
入
用
や
受
け
取
っ

た
香
儀
の
額
と
名
前
な
ど
が
記
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
嘉
永
六
年
（
一
八
五
三
）
十

月
一
日
に
往
生
し
た
釈
時
照
の
「
葬
式
ニ
附
色
々
扣
帳
」﹇
文
書
類
３
﹈
に
は
、
出

仕
し
た
僧
侶
の
人
数
や
寺
号
、
近
隣
の
人
々
が
担
っ
た
出
棺
割
役
な
ど
が
書
き
上
げ

ら
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
出
産
・
誕
生
や
葬
式
に
関
す
る
史
料
を
読
み
解
く
こ
と
で
、
近
世
後

期
か
ら
近
代
に
か
け
て
の
、
真
宗
門
徒
の
人
生
に
お
け
る
節
目
の
実
態
を
追
う
こ
と

が
で
き
る
。

　
　

２
．
法
宝
物
類
と
そ
の
安
置
形
態

旧
七
条
村
道
場
（
中
野
家
）
所
蔵
の
法
宝
物
の
う
ち
、
最
も
古
い
の
は
、
本
願

寺
八
世
蓮
如
（
一
四
一
五
〜
九
九
、
在
職
一
四
五
七
〜
八
九
）
筆
の
「
六
字
名
号
」

（
タ
イ
プ
Ａ
―
２）

12
（

）﹇
掛
軸
・
木
像
類
１
﹈
で
あ
る
。
そ
れ
に
次
ぐ
の
は
、
本
願
寺
十

世
証
如
（
一
五
一
六
〜
五
四
、
在
職
一
五
二
五
〜
五
四
）
か
ら
釈
教
園
に
宛
て
ら
れ

た
「
方
便
法
身
尊
像
」﹇
掛
軸
・
木
像
類
２
﹈
に
な
る
。

近
世
に
な
っ
て
か
ら
の
法
宝
物
と
し
て
は
、
ま
ず
東
本
願
寺
十
三
世
宣
如

（
一
六
〇
四
〜
五
八
、
在
職
一
六
一
四
〜
五
三
）
判
の
『
御
文
』﹇
文
書
類
39
﹈
が

あ
る
。
ま
た
東
本
願
寺
十
七
世
真
如
（
一
六
八
二
〜
一
七
四
四
、
在
職
一
七
〇
〇

〜
四
四
）
の
子
息
で
、
長
浜
御
坊
大
通
寺
の
住
持
を
勤
め
た
真
応
（
一
七
二
一
〜

九
一
）
の
筆
に
よ
る
「
九
字
名
号
」﹇
掛
軸
・
木
像
類
３
﹈
も
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
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こ
の
名
号
が
授
与
さ
れ
た
頃
に
は
、
長
浜
御
坊
配
下
の
道
場
と
な
っ
て
い
た
も
の
と

考
え
ら
れ
る
。

幕
末
に
な
り
、
七
条
村
道
場
は
寺
院
化
を
遂
げ
て
い
く
こ
と
と
な
る
。
寺
院
化

は
、
木
仏
と
寺
号
が
免
許
さ
れ
る
こ
と
で
な
さ
れ
る
。
木
仏
・
寺
号
と
同
時
期

に
授
与
さ
れ
た
の
が
「
親
鸞
影
像
」﹇
掛
軸
・
木
像
類
４
﹈
で
あ
る
。
文
久
三
年

（
一
八
六
三
）
八
月
二
十
九
日
、
東
本
願
寺
二
十
一
世
厳
如
（
一
八
一
七
〜
九
四
、

在
職
一
八
四
六
〜
八
九
）
か
ら
、「
江
州
坂
田
郡
七
条
村
道
場
正
定
寺
」
の
常
住
物

と
し
て
「
願
主
時
照
」
へ
宛
て
て
授
与
さ
れ
て
い
る
。

「
時
照
」
と
は
、
当
該
期
に
お
け
る

当
家
当
主
の
法
名
で
、
栄
与
茂
（
左

近
）
に
あ
た
る
。「
正
定
寺
」
と
の

寺
号
が
免
許
さ
れ
た
際
に
、
法
名
を

時
照
と
し
た
こ
と
が
、
後
述
す
る
よ

う
に
、「
親
鸞
影
像
」「
蓮
如
影
像
」

の
申
請
を
仲
介
し
た
河
内
屋
六
右
衛

門
か
ら
、
七
条
村
近
隣
に
あ
る
了
念

寺
（
滋
賀
県
長
浜
市
八
幡
東
町
）
へ

文
久
三
年
（
一
八
六
三
）
四
月
十
八

日
に
出
さ
れ
た
「
河
内
屋
六
右
衛
門

書
状
」﹇
文
書
類
22
﹈
に
記
さ
れ
て

い
る
。

ま
た
慶
応
元
年
（
一
八
六
五
）

十
二
月
二
十
五
日
に
は
厳
如
か

ら
、「
蓮
如
影
像
」﹇
掛
軸
・
木
像

類
５
﹈
が
授
与
さ
れ
て
い
る
。
た

だ
し
後
述
す
る
よ
う
に
、
当
初
は

「
親
鸞
影
像
」
と
同
時
期
に
「
蓮

如
影
像
」
の
授
与
も
願
い
出
た
も

の
の
、
す
ぐ
に
は
許
可
さ
れ
な

か
っ
た
。

現
在
、
中
野
家
に
は
、
法
宝
物

を
安
置
し
た
空
間
が
二
ヶ
所
あ

る
。
一
つ
は
、
床
の
間
に
、
証
如

授
与
の
「
方
便
法
身
尊
像
」
を
本

尊
と
し
、
向
か
っ
て
右
側
（
寺
院
内
陣
の
祖
師
前
に
あ
た
る
位
置
）
に
「
親
鸞
影

像
」
が
安
置
さ
れ
、
向
か
っ
て
左
側
（
寺
院
内
陣
の
御
代
前
に
あ
た
る
位
置
）
に

「
蓮
如
影
像
」
が
安
置
さ
れ
た
仏
間
で
あ
る
。【
写
真
１
】

も
う
一
つ
は
仏
壇
内
に
、
木
仏
を
本
尊
と
し
て
、
向
か
っ
て
右
側
に
蓮
如
筆
「
六

字
名
号
」
が
掲
げ
ら
れ
、
向
か
っ
て
左
側
に
長
浜
御
坊
住
持
で
あ
っ
た
真
応
筆
の

「
九
字
名
号
」
が
掛
け
ら
れ
て
い
る
。
向
か
っ
て
右
側
側
面
に
は
「
中
野
家
先
祖
累

代
法
名
軸
」﹇
掛
軸
・
木
像
類
８
﹈
が
掛
け
ら
れ
て
お
り
、
中
野
家
の
内
仏
と
し
て

の
性
格
が
強
い
と
考
え
ら
れ
る
。【
写
真
２
】

写真１　中野家仏間

写真２　中野家仏壇
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現
在
の
建
物
は
平
成
四
年
（
一
九
九
二
）
に
建
立
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
以
前

に
あ
っ
た
、
道
場
時
代
の
建
物
の
場
合
も
、
仏
間
・
仏
壇
の
二
ヶ
所
に
分
か
れ
た
、

同
様
の
安
置
形
態
で
あ
っ
た
と
伝
え
る
。

　
　

３
．
七
条
村
道
場
の
寺
院
化
と
法
宝
物
授
与

前
述
し
た
法
宝
物
の
う
ち
、
幕
末
に
木
仏
・
親
鸞
影
像
・
蓮
如
影
像
が
授
与
さ
れ

た
経
緯
や
費
用
な
ど
に
つ
い
て
、
ま
ず
「
木
仏
・
寺
号
・
親
鸞
影
像
・
蓮
如
影
像
歎

願
口
上
覚
写
」﹇
文
書
類
34
﹈
に
則
し
て
追
っ
て
い
き
た
い
。

文
久
三
年
（
一
八
六
三
）
三
月
六
日
、
七
条
村
道
場
の
時
照
が
、
木
仏
・
寺
号
・

親
鸞
影
像
・
蓮
如
影
像
の
免
許
を
願
い
出
た
。
そ
の
際
、
冥
加
礼
銀
を
上
納
し
て
い

る
。
木
仏
・
寺
号
分
と
し
て
金
二
〇
〇
疋
、
親
鸞
影
像
分
と
し
て
金
一
両
、
蓮
如
影

像
分
と
し
て
銀
一
枚
で
あ
る
。
そ
の
他
、
絵
表
料
（
表
具
代
）
は
別
に
納
め
る
と
い

う
。
な
お
当
該
期
、
正
定
（
左
近
右
衛
門
）
は
ま
だ
健
在
で
あ
る
が
、
そ
の
子
息
で

あ
り
、
家
督
を
継
い
だ
栄
与
茂
（
釈
時
照
）
が
申
請
し
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。

し
か
し
、
許
可
さ
れ
る
か
心
配
に
思
っ
た
時
照
は
、
翌
日
、
さ
ら
に
冥
加
御
礼
金

を
上
納
し
て
い
る
。
木
仏
・
寺
号
分
は
銀
一
枚
、
親
鸞
影
像
分
は
銀
二
枚
、
蓮
如
影

像
分
は
金
一
両
で
あ
る
。

両
日
と
も
、
こ
れ
ら
の
法
宝
物
免
許
を
懇
願
す
る
理
由
と
し
て
、
古
く
か
ら
蓮
如

筆
「
六
字
名
号
」
を
安
置
す
る
草
庵
で
あ
っ
た
が
、「
御
尊
様
類
」
が
な
い
こ
と
を

嘆
か
わ
し
く
思
っ
て
お
り
、
さ
ら
に
大
遠
忌
を
執
行
し
た
い
か
ら
と
述
べ
て
い
る
。

文
久
元
年
（
一
八
六
一
）
三
月
、
本
山
に
お
い
て
親
鸞
六
百
回
御
遠
忌
が
厳
修
さ
れ

て
い
る
。
そ
れ
を
受
け
て
七
条
村
道
場
で
も
寺
院
化
を
遂
げ
て
親
鸞
影
像
を
始
め
と

す
る
法
宝
物
を
安
置
し
た
上
で
御
遠
忌
を
執
り
行
い
た
い
と
い
う
機
運
が
村
内
で
高

ま
っ
た
こ
と
が
、
法
宝
物
・
寺
院
化
を
申
請
し
た
背
景
に
あ
る
の
で
は
な
か
ろ
う

か
。申

請
後
、
同
月
十
五
日
、
ま
ず
木
仏
と
「
正
定
寺
」
と
い
う
寺
号
が
免
許
さ
れ

た
。
ま
だ
健
在
で
あ
る
前
当
主
の
法
名
「
正
定
」
か
ら
付
け
ら
れ
た
寺
号
で
あ
る
こ

と
が
分
か
る
。
そ
し
て
同
月
十
七
日
、
親
鸞
影
像
の
免
許
が
許
さ
れ
た
。

木
仏
・
寺
号
な
ら
び
に
親
鸞
影
像
を
授
与
し
て
も
ら
う
に
は
、
こ
の
他
に
も
様
々

な
金
銭
が
必
要
で
あ
っ
た
。「
木
仏
寺
号
な
ら
び
に
親
鸞
影
像
願
に
つ
き
銀
子
覚
」

﹇
文
書
類
36
―
３
﹈
や
「
木
仏
・
寺
号
・
親
鸞
影
像
礼
銀
上
納
目
録
」﹇
文
書
類
36
―

10
﹈
に
そ
れ
が
事
細
か
く
記
載
さ
れ
て
い
る
。
な
お
申
請
・
免
許
に
際
し
て
は
、
東

本
願
寺
家
臣
で
あ
る
下
間
頼
世
（
一
八
三
一
〜
？
）
に
も
礼
銀
が
支
払
わ
れ
て
い

る）
13
（

。
ま
た
長
浜
御
坊
台
所
当
番
が
申
請
に
際
し
て
取
次
を
し
て
い
る）

14
（

。
そ
の
後
、
親

鸞
影
像
の
木
箱
を
授
与
し
て
も
ら
う
に
は
、
さ
ら
に
礼
銀
が
必
要
と
な
っ
た）

15
（

。

文
久
三
年
三
月
に
木
仏
と
親
鸞
影
像
の
免
許
が
決
定
し
、「
親
鸞
影
像
」﹇
掛
軸
・

木
像
類
４
﹈
は
同
年
八
月
二
十
九
日
付
で
授
与
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
九
月
十
八

日
、
移
徙
の
法
要
を
執
り
行
っ
て
い
る）

16
（

。
さ
ら
に
明
治
五
年
（
一
八
七
二
）
一
月

二
十
日
に
は
、
先
代
で
あ
る
正
定
の
三
回
忌
と
併
せ
て
、
念
願
の
親
鸞
六
百
回
御
遠

忌
が
勤
め
ら
れ
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る）

17
（

。

木
仏
・
寺
号
や
親
鸞
影
像
と
共
に
申
請
し
た
蓮
如
影
像
は
、
同
時
に
は
、
許
可
さ
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れ
な
か
っ
た）

18
（

。
さ
ら
に
礼
金
が
納
め
ら
れ）

19
（

、
よ
う
や
く
授
与
さ
れ
た
の
は
、
慶
応
元

年
（
一
八
六
五
）
十
二
月
二
十
五
日
で
あ
っ
た）

20
（

。
親
鸞
影
像
と
同
様
、
蓮
如
影
像
の

木
箱
を
授
与
し
て
も
ら
う
際
に
は
、
や
は
り
別
途
銀
子
が
必
要
と
な
っ
た）

21
（

。

こ
の
よ
う
に
、
法
宝
物
の
申
請
に
際
し
て
旧
七
条
村
道
場
か
ら
上
納
さ
れ
た
礼
金

の
額
が
妥
当
か
否
か
は
、
今
後
、
他
の
事
例
と
の
比
較
を
し
た
上
で
検
討
し
て
い
く

必
要
が
あ
る
。

以
上
の
よ
う
な
法
宝
物
類
の
申
請
に
際
し
て
、
長
浜
御
坊
や
東
本
願
寺
家
臣
が
仲

介
し
て
い
る
こ
と
を
前
述
し
た
が
、
さ
ら
に
「
河
内
屋
六
右
衛
門
」
な
る
人
物
が
深

く
関
与
し
て
い
る）

22
（

。
手
続
き
や
上
納
金
の
取
次
、
さ
ら
に
は
表
装
に
関
す
る
詳
細
な

情
報
も
伝
え
て
い
る
。
京
都
の
商
人
と
考
え
ら
れ
る
が
、
法
宝
物
の
授
与
に
際
し

て
、
こ
の
よ
う
な
商
人
の
存
在
は
こ
れ
ま
で
ほ
と
ん
ど
着
目
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
よ

う
に
思
う
。
法
宝
物
を
申
請
し
て
免
許
さ
れ
る
ま
で
の
シ
ス
テ
ム
を
今
後
具
体
的
に

明
ら
か
に
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
そ
の
際
、「
旧
七
条
村
道
場
史
料
」
は
重
要
に

な
る
で
あ
ろ
う
。

　
　

４
．
寺
院
化
と
宗
判
権
の
獲
得

文
久
三
年
（
一
八
六
三
）
三
月
、
旧
七
条
村
道
場
は
、
木
仏
・
寺
号
を
免
許
さ
れ

る
こ
と
で
、
寺
院
化
を
遂
げ
た
。
道
場
か
ら
寺
院
と
な
る
こ
と
に
よ
る
、
社
会
的
役

務
の
変
容
に
つ
い
て
み
て
い
き
た
い
。

近
世
前
期
に
幕
府
は
宗
教
政
策
と
し
て
様
々
な
制
度
を
設
け
て
い
っ
た
。
そ
の
一

環
に
寺
檀
制
度
が
あ
る
。
寺
檀
制
度
と
は
、
特
定
の
寺
院
が
家
を
単
位
と
し
た
檀
家

の
葬
祭
を
継
続
的
に
担
っ
た
関
係
で
、
す
べ
て
の
人
が
い
ず
れ
か
の
寺
院
の
檀
那
と

な
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
た
。
こ
の
関
係
に
基
づ
き
、
寺
院
が
檀
那
に
つ
い
て
、
キ
リ

シ
タ
ン
な
ど
の
禁
止
さ
れ
て
い
る
信
仰
は
し
て
お
ら
ず
、
確
か
に
そ
の
寺
院
に
所
属

す
る
こ
と
を
証
明
し
た
寺
請
制
度
が
実
施
さ
れ
た
。
寺
請
は
宗
判
（
宗
旨
判
定
）
と

も
い
わ
れ
、
幕
藩
権
力
か
ら
認
定
さ
れ
た
寺
院
が
有
す
る
権
利
（
宗
判
権
）
で
あ
っ

た
。
慶
長
十
七
年
（
一
六
一
二
）
に
幕
府
が
最
初
の
キ
リ
シ
タ
ン
禁
制
令
を
発
布
し

て
以
来
、
禁
制
策
が
全
国
的
に
強
化
さ
れ
て
い
き
、
寛
文
期
（
一
六
六
一
〜
七
三
）

に
寺
請
や
絵
踏
み
に
よ
る
宗
門
改
め
制
度
が
確
立
し
た
と
言
わ
れ
る）

23
（

。

宗
判
権
を
有
し
て
宗
門
改
め
を
行
う
寺
院
は
、
所
属
す
る
檀
那
（
門
徒
）
が
、
婚

姻
や
養
子
の
縁
組
み
な
ど
に
際
し
て
他
所
へ
移
転
す
る
場
合
、
移
転
先
の
寺
院
へ
寺

送
り
状
を
発
行
し
た
。
旧
七
条
村
道
場
に
は
、
寺
院
化
す
る
前
と
後
、
そ
れ
ぞ
れ
の

「
寺
送
り
一
札
之
事
」
が
伝
わ
る
。

安
政
二
年
（
一
八
五
五
）
二
月
の
「
寺
送
り
一
札
之
事
」﹇
文
書
類
21
﹈
は
、
美

濃
国
多
芸
郡
端
爪
村
（
岐
阜
県
養
老
郡
養
老
町
橋
爪
）
に
住
む
武
太
夫
の
妹
ま
を

が
、
七
条
村
の
利
助
の
元
へ
縁
付
い
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
端
爪
村
の
念
長

寺
（
真
宗
大
谷
派
）
か
ら
、
長
浜
御
坊
（
真
宗
大
谷
派
長
浜
別
院
大
通
寺
）
の
役
寺

で
あ
る
一
心
寺
と
「
道
場
佐
近
」
へ
宛
て
ら
れ
て
い
る
。
い
ま
だ
長
浜
御
坊
の
配
下

に
あ
る
道
場
と
い
う
位
置
づ
け
で
、
宗
判
権
を
有
し
な
い
た
め
、
寺
送
り
状
な
ど
を

単
独
で
授
受
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
と
み
ら
れ
る
。

文
久
三
年
三
月
に
七
条
村
道
場
は
寺
院
化
す
る
も
の
の
、
そ
れ
は
あ
く
ま
で
も



【
特
別
調
査
報
告
】
旧
七
条
村
道
場
史
料

一
四
三

「
寺
法
」
上
で
の
み
認
め
ら
れ
た
寺
院
で
あ
っ
た
よ
う
だ
。
そ
の
後
、
年
未
詳
で
は

あ
る
が
、
長
浜
御
坊
大
通
寺
の
役
者
が
、
左
近
右
衛
門
を
「
領
法
」（
国
法
）
で
も

「
俗
道
場
」
と
し
て
「
宗
門
御
帳
面
」
に
記
載
し
て
欲
し
い
と
願
い
出
て
い
る）

24
（

。
こ

の
書
類
は
、
領
主
で
あ
る
彦
根
藩
へ
提
出
さ
れ
た
願
書
の
写
し
と
考
え
ら
れ
る
。
そ

の
前
提
と
し
て
、
将
軍
の
代
替
わ
り
に
は
本
山
へ
誓
紙
を
提
出
し
て
お
り）

25
（

、
ま
た
近

年
、
木
仏
・
親
鸞
影
像
を
免
許
さ
れ
た
こ
と
を
明
記
し
て
い
る
。
寺
法
上
で
は
適
正

な
道
場
・
寺
院
で
あ
る
こ
と
を
強
調
し
て
い
る
と
み
ら
れ
る
。
宗
派
内
に
お
け
る
寺

院
化
は
成
さ
れ
た
後
で
あ
る
た
め
、
実
質
的
に
は
、
領
法
で
も
認
め
ら
れ
た
宗
判
権

を
有
す
る
寺
院
と
な
る
こ
と
を
願
い
出
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。

な
お
木
仏
・
親
鸞
影
像
を
本
山
か
ら
免
許
し
て
も
ら
っ
た
際
に
許
さ
れ
た
「
正
定

寺
」
は
「
呼
寺
号
」
で
あ
る
と
い
う
。「
呼
寺
号
」
と
は
、
領
法
（
国
法
）
で
は
寺

院
と
認
可
さ
れ
ず
、
寺
法
（
宗
派
内
）
で
の
み
用
い
ら
れ
る
寺
号
で
あ
っ
た）

26
（

。

明
治
四
年
（
一
八
七
一
）
八
月
の
「
寺
送
り
一
札
之
事
」﹇
文
書
類
24
﹈
は
、
美

濃
国
石
津
郡
多
良
鍛
冶
屋
村
（
岐
阜
県
養
老
郡
上
石
津
町
上
鍛
治
屋
）
に
住
む
又
兵

衛
の
娘
み
す
が
、
七
条
村
の
利
吉
の
元
へ
縁
付
き
し
た
際
の
寺
送
り
状
で
あ
る
。
鍛

冶
屋
村
の
伝
香
寺
（
真
宗
大
谷
派
）
か
ら
、
七
条
村
道
場
の
寺
院
化
後
の
寺
号
で
あ

る
「
正
定
寺
」
へ
単
独
に
宛
て
ら
れ
て
い
る
。
前
述
の
願
い
出
が
通
り
、
こ
の
段
階

で
は
、
宗
判
権
を
有
す
る
寺
院
と
し
て
、「
領
法
」
上
に
お
い
て
も
認
め
ら
れ
る
寺

院
と
な
っ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。

　
　

５
．
明
治
期
に
お
け
る
変
遷

明
治
政
府
の
も
と
で
、
国
家
に
よ
る
寺
院
の
管
理
体
制
も
し
だ
い
に
調
え
ら
れ
て

い
っ
た
。
そ
の
よ
う
な
中
で
、
正
定
寺
の
社
会
的
位
置
づ
け
に
も
変
遷
が
み
ら
れ
る

よ
う
だ
。

明
治
十
年
（
一
八
七
七
）
九
月
に
「
正
定
寺
道
場
中
野
栄
与
茂
」
が
作
成
し
て

「
滋
賀
県
権
令
籠
手
田
安
定
殿
」
へ
提
出
し
た
「
仏
器
什
物
取
調
書
」
の
下
書
き）

27
（

か

ら
は
、
同
時
期
に
「
正
定
寺
道
場
」
が
所
蔵
し
て
い
た
「
仏
器
什
物
」
を
知
る
こ
と

が
で
き
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
木
仏
・
親
鸞
影
像
・
蓮
如
影
像
ほ
か
、
三
部
経
・
三

帖
和
讃
・
五
帖
御
文
と
い
っ
た
聖
教
類
、
そ
し
て
輪
灯
・
三
ッ
具
足
・
仏
飯
器
・
供

笥
・
和
讃
卓
・
打
敷
・
鏧
と
い
う
仏
器
を
備
え
て
い
た
。
つ
ま
り
当
該
期
、
寺
院
と

し
て
の
荘
厳
や
聖
教
類
を
具
備
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
た
だ
し
「
正
定
寺
道

場
」
と
の
呼
称
を
用
い
、
俗
名
で
あ
る
「
中
野
栄
与
茂
」
と
し
て
県
へ
届
け
出
て
い

る
点
に
は
留
意
す
る
必
要
が
あ
る
。
一
旦
は
、
領
法
に
も
認
め
ら
れ
た
寺
院
と
な

り
、
先
代
の
正
定
は
僧
侶
で
あ
る
住
職
と
な
っ
て
い
た
が
、
制
度
の
変
更
に
よ
っ

て
、
社
会
的
位
置
づ
け
に
変
化
が
生
じ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

そ
し
て
明
治
十
二
年
（
一
八
七
九
）
十
一
月
二
十
五
日
、
そ
れ
ま
で
長
浜
大
通
寺

の
末
寺
で
あ
っ
た
と
こ
ろ
、
寺
院
明
細
帳
の
改
定
に
あ
た
っ
て
一
般
末
寺
へ
編
入
し

て
欲
し
い
と
の
願
書
が
、
正
定
寺
檀
家
四
名
か
ら
届
け
出
さ
れ
た）

28
（

。
檀
家
と
し
て
、

正
定
寺
の
当
主
で
あ
る
中
野
栄
与
茂
や
、
そ
の
別
家
で
あ
る
中
野
藤
七）

29
（

の
名
前
も
み

ら
れ
る
こ
と
は
興
味
深
い
。
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６
．
東
本
願
寺
の
再
建
事
業
と
の
関
わ
り

本
山
で
あ
る
東
本
願
寺
は
、
江
戸
時
代
に
四
度
の
焼
失
に
見
舞
わ
れ
た
も
の
の
、

そ
の
度
に
再
建
が
な
さ
れ
て
き
た）

30
（

。
そ
れ
を
支
え
た
の
は
諸
国
の
門
末
（
僧
侶
・
門

徒
）
に
よ
る
尽
力
で
あ
っ
た
。
旧
七
条
村
道
場
に
は
、
一
度
目
・
二
度
目
の
焼
失
・

再
建
に
関
す
る
史
料
が
残
さ
れ
て
い
る
。

最
初
の
焼
失
は
、
天
明
八
年
（
一
七
八
八
）
一
月
三
十
日
の
京
都
大
火
に
よ
る

類
焼
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
寛
政
年
間
を
通
し
て
再
建
事
業
が
進
め
ら
れ
、
寛
政

九
年
（
一
七
九
七
）
に
阿
弥
陀
堂
が
、
翌
十
年
に
御
影
堂
が
完
成
し
た
。
さ
ら
に

大
門
（
御
影
堂
門
）
の
再
建
に
移
り
、
享
和
元
年
（
一
八
〇
一
）
三
月
に
大
門
供
養

会
が
執
行
さ
れ
た
こ
と
で
、
一
連
の
再
建
事
業
が
成
就
し
た
。
同
年
三
月
以
降
、
再

建
に
尽
力
し
た
諸
国
の
「
門
徒
中
」
宛
に
、
東
本
願
寺
十
九
世
乗
如
（
歓
喜
光
院
、

一
七
四
四
〜
九
二
、
在
職
一
七
六
〇
〜
九
二
）
の
黒
衣
・
墨
袈
裟
の
姿
を
描
い
た

影
像
が
、
東
本
願
寺
二
十
世
達
如
（
一
七
八
〇
〜
一
八
六
五
、
在
職
一
七
九
二
〜

一
八
四
六
）
か
ら
授
与
さ
れ
た
。
同
影
像
は
全
国
に
数
幅
現
存
し
て
お
り
、
今
も
な

お
巡
回
法
要
で
用
い
て
い
る
地
域
も
あ
る
。

享
和
元
年
四
月
七
日
に
は
「
北
江
州
門
徒
中
」
へ
宛
て
て
授
与
さ
れ
て
お
り
、
現

在
も
、
湖
北
三
郡
二
十
二
日
講
と
い
う
講
組
織
に
て
、
二
幅
の
乗
如
影
像
を
北
回

り
・
南
回
り
と
、
地
域
を
分
け
て
そ
れ
ぞ
れ
巡
回
さ
せ
る
行
事
を
継
承
し
て
い
る）

31
（

。

「
旧
七
条
村
道
場
史
料
」
に
は
、
東
本
願
寺
家
臣
が
「
江
州
七
条
村
廿
二
日
講

中
」
へ
宛
て
て
、
年
未
詳
戌
八
月
二
十
三
日
に
発
行
し
た
「
御
影
拝
礼
志
受
取
状
」

﹇
文
書
類
28
﹈
が
あ
る
。
乗
如
の
祥
月
命
日
が
二
月
二
十
二
日
で
あ
る
こ
と
に
由
来

す
る
、
湖
北
全
域
に
広
が
る
二
十
二
日
講
に
お
け
る
七
条
村
の
講
中
が
存
在
し
た
こ

と
が
分
か
る
。
乗
如
影
像
が
同
村
に
巡
回
さ
れ
て
き
た
際
、
同
講
中
か
ら
懇
志
を
上

納
し
た
こ
と
に
対
し
て
授
与
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

文
政
六
年
（
一
八
二
三
）
十
一
月
十
五
日
、
境
内
か
ら
の
失
火
に
よ
り
二
度
目
の

焼
失
に
あ
っ
た）

32
（

。
灰
か
き
が
済
ん
だ
同
年
十
二
月
二
十
日
か
ら
、
ま
ず
境
内
の
鐘
楼

堂
の
西
へ
設
け
ら
れ
た
の
が
仮
惣
会
所
で
あ
っ
た
。
惣
会
所
と
は
、
僧
侶
や
門
徒
が

学
僧
の
演
説
な
ど
を
聴
聞
し
、
仏
法
に
関
す
る
談
合
を
行
な
う
場
所
で
あ
る
。

翌
七
年
正
月
、
開
か
れ
た
ば
か
り
の
惣
会
所
に
参
集
し
た
門
徒
に
対
し
、「
東
本

願
寺
焼
失
に
つ
き
七
箇
条
」（
以
下
「
七
箇
条
」
と
略
す
）
が
発
布
さ
れ
た
。
再
建

へ
向
け
て
の
基
本
方
針
・
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
後
、
再
建
事

業
と
と
も
に
、
二
期
に
わ
た
る
教
化
活
動
が
進
め
ら
れ
、
学
寮
講
者
が
広
域
に
わ
た

る
地
域
を
分
担
し
て
、
募
財
と
と
も
に
、
再
建
を
縁
と
す
る
信
心
獲
得
や
報
恩
謝
徳

を
訴
え
た
。
そ
の
主
要
な
目
的
は
「
七
箇
条
」
の
趣
意
を
伝
達
す
る
こ
と
に
あ
っ

た
。
旧
七
条
村
道
場
に
は
、「
藤
兵
衛）

33
（

」
へ
宛
て
た
「
東
本
願
寺
焼
失
に
つ
き
七
箇

条
」﹇
文
書
類
16
﹈
が
伝
わ
る
。

天
保
六
年
（
一
八
三
五
）
三
月
に
両
堂
再
建
が
成
就
し
た
後
、
大
門
の
再
建
へ
移

行
し
て
い
っ
た
。
天
保
十
三
年
（
一
八
四
二
）
四
月
十
七
日
、
近
江
国
南
浜
（
滋
賀

県
長
浜
市
南
浜
町
）
に
て
材
木
を
大
門
の
用
材
に
加
工
す
る
手
伝
い
を
し
た
七
条
村

の
「
左
近
衛
門
殿
同
行
中
」
へ
、
白
米
弐
升
が
送
ら
れ
て
い
る）

34
（

。

弘
化
四
年
（
一
八
四
七
）
三
月
二
十
六
日
、
大
門
上
棟
規
式
が
執
り
行
わ
れ
、
大



【
特
別
調
査
報
告
】
旧
七
条
村
道
場
史
料

一
四
五

門
の
完
成
が
間
近
と
な
っ
た
。
そ
の
翌
月
、
来
年
に
大
門
供
養
会
を
執
行
し
て
常
葉

御
影
を
開
扉
す
る
と
、
諸
国
の
門
末
（
僧
侶
・
門
徒
）
へ
通
達
さ
れ
た
。
同
書
状

は
、
七
条
村
道
場
の
門
徒
中
へ
宛
て
て
も
出
さ
れ
た）

35
（

。
そ
の
内
容
は
次
の
通
り
で
あ

る
。来

年
の
嘉
永
元
年
（
一
八
四
八
）
三
月
十
五
日
に
大
門
供
養
会
が
勤
ま
り
、
引
き

続
い
て
同
月
十
八
日
か
ら
四
月
九
日
ま
で
、
親
鸞
の
木
像
で
あ
る
常
葉
御
影
が
開
扉

さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
常
葉
御
影
と
は
、
親
鸞
滅
後
に
大
谷
の
地
（
京
都
市
東
山

区
）
の
墳
墓
を
改
め
た
仏
閣
に
安
置
さ
れ
た
影
像
と
伝
え
ら
れ
る
、
御
本
廟
起
立
最

初
の
御
影
像
に
あ
た
る
。
そ
の
後
、
相
模
国
鎌
倉
常
葉
（
神
奈
川
県
鎌
倉
市
常
盤
）

に
転
座
さ
れ
て
い
た
が
、
三
〇
八
年
後
の
元
和
二
年
（
一
六
一
六
）
冬
に
、
徳
川
幕

府
か
ら
の
寄
付
に
よ
り
、
東
本
願
寺
に
遷
座
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
普
段
は
宝
庫

に
安
置
さ
れ
て
い
る
が
、
元
文
三
年
（
一
七
三
八
）
に
開
扉
さ
れ
た
こ
と
も
あ
る
。

来
年
は
大
門
供
養
会
に
加
え
、
蓮
如
三
百
五
十
回
忌
法
会
が
執
行
さ
れ
る
た
め
、
こ

の
常
葉
御
影
を
開
扉
す
る
と
い
う
。
そ
の
た
め
、
懇
志
を
集
め
て
持
参
し
て
参
詣
す

る
よ
う
に
、
と
伝
え
る
内
容
で
あ
る
。

追
っ
て
書
き
に
は
、
本
文
の
内
容
を
、
あ
ら
ゆ
る
寺
院
・
道
場
・
門
徒
ま
で
も
れ

な
く
伝
え
る
よ
う
に
、
と
記
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
よ
う
な
書
状
が
「
江
州
七
条
村
道

場
御
門
徒
衆
中
」
宛
に
も
送
付
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
七
条
村
へ
も
、
東
本
願
寺
の
再
建
事
業
の
方
針
や
動
向
が
伝
え
ら
れ

た
。
再
建
を
契
機
と
し
た
教
化
活
動
に
よ
っ
て
、
七
条
村
に
も
聞
法
の
場
が
開
か
れ

て
い
き
、
そ
の
よ
う
な
中
で
七
条
村
の
門
徒
も
、
再
建
事
業
に
尽
力
し
て
い
た
模
様

で
あ
る
。

　
　

お
わ
り
に
か
え
て

以
上
の
よ
う
に
「
旧
七
条
村
道
場
史
料
」
に
則
し
て
、
幕
末
に
寺
院
化
し
て
い
っ

た
湖
北
地
域
に
お
け
る
道
場
の
一
例
と
し
て
七
条
村
道
場
を
紹
介
し
て
き
た
。
寺
院

化
に
際
し
て
は
、
本
末
関
係
に
お
け
る
上
寺
に
も
あ
た
る
長
浜
御
坊
大
通
寺
や
、
東

本
願
寺
家
臣
を
介
し
て
本
山
で
あ
る
東
本
願
寺
の
免
許
を
得
る
必
要
が
、
寺
法
上
に

お
い
て
あ
っ
た
。
一
方
で
、
領
法
（
国
法
）
上
で
宗
判
権
を
有
す
る
寺
院
と
な
る
た

め
に
も
、
触
頭
で
あ
っ
た
長
浜
御
坊
大
通
寺
の
役
者
を
通
じ
た
申
請
が
、
領
主
に
対

し
て
な
さ
れ
た
。
真
宗
の
道
場
・
寺
院
は
、
寺
法
・
国
法
の
両
レ
ベ
ル
で
の
支
配
下

に
あ
り
つ
つ
も
、
そ
の
把
握
や
認
可
に
は
両
レ
ベ
ル
で
齟
齬
の
あ
る
場
合
も
あ
る
こ

と
が
、
旧
七
条
村
道
場
の
場
合
に
如
実
に
表
れ
て
い
る
。

そ
の
後
、
明
治
末
期
に
廃
寺
と
な
る
ま
で
、
明
治
期
に
お
け
る
国
家
や
教
団
の
体

制
下
で
、
旧
七
条
村
道
場
の
よ
う
な
存
在
を
ど
の
よ
う
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
か
は
、

宗
制
の
変
遷
と
関
連
さ
せ
な
が
ら
検
討
す
る
必
要
が
あ
り
、
今
後
の
課
題
と
し
た

い
。ま

た
東
本
願
寺
両
堂
再
建
に
関
わ
る
史
料
類
か
ら
は
、
再
建
事
業
を
支
え
た
地
域

門
徒
の
典
型
例
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
た
。
現
代
に
も
湖
北
で
継
承
さ
れ
て
い

る
、
黒
衣
・
墨
袈
裟
の
乗
如
影
像
を
巡
回
さ
せ
る
法
要
に
際
し
て
集
め
ら
れ
た
懇
志

が
本
山
へ
上
納
さ
れ
て
い
た
。
乗
如
影
像
が
授
与
さ
れ
た
こ
と
で
、
そ
れ
を
巡
回
し
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な
が
ら
執
り
行
う
講
行
事
が
始
ま
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
、
再
建
事
業
を
機
縁
と
し
て

聞
法
の
場
が
開
か
れ
た
と
と
も
に
、
そ
こ
で
構
築
さ
れ
た
組
織
は
、
本
山
に
と
っ
て

の
重
要
な
経
済
基
盤
と
も
な
っ
て
い
っ
た
と
言
え
よ
う
。

各
地
域
に
お
け
る
真
宗
の
展
開
は
、
教
団
組
織
と
し
て
の
全
国
的
共
通
性
と
地
域

的
独
自
性
の
両
面
に
留
意
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
を
、
本
史
料
群
か
ら
再
認
識
す
る

こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

註

（
1
）　
「
中
野
家
先
祖
略
歴
」﹇
文
書
類
30
﹈。

（
2
）　  

滋
賀
県
地
方
史
研
究
家
連
絡
会
編
『
淡
海
木
間
攫
』
第
三
分
冊
（
滋
賀
県
立
図

書
館
、
一
九
九
〇
年
）
四
八
頁
。『
淡
海
木
間
攫
』
は
、
彦
根
藩
士
で
鷹
餌
割
奉

行
で
あ
っ
た
塩
野
義
陳
が
編
輯
し
、
同
じ
く
彦
根
藩
士
の
田
中
信
精
が
校
訂
し

て
寛
政
四
年
（
一
七
九
二
）
に
序
文
を
記
し
て
い
る
近
江
国
の
地
誌
。

（
３
）　  

授
法
寺
（
滋
賀
県
長
浜
市
西
上
坂
町
）
所
蔵
。
本
願
寺
史
料
研
究
所
撮
影
の
資

料
を
閲
覧
し
た
。

（
４
）　  

森
岡
清
美
氏
が
紹
介
し
て
い
る
、
明
治
二
年
（
一
八
六
九
）
に
彦
根
藩
が
作
成

し
た
戸
籍
簿
の
う
ち
伊
香
郡
杉
野
村
の
道
場
に
関
す
る
記
事
に
、「
農
業
仏
門
兼
」

「
毛
坊
主
」と
い
っ
た
表
現
が
み
ら
れ
る
。（
森
岡
清
美「
毛
坊
主
と
村
の
道
場
」『
増

補
版　

真
宗
教
団
に
お
け
る
家
の
構
造
』
御
茶
の
水
書
房
、
二
〇
〇
五
年
、
初

出
一
九
八
六
年
）。

（
５
）　  

柳
田
国
男
「
毛
坊
主
考
」（『
近
代
日
本
思
想
大
系
』
十
四
、
筑
摩
書
房
、
一
九

七
五
年
、
初
出
一
九
一
四
年
）。

（
６
）　  

一
個
人
が
建
立
し
た
道
場
。
ま
た
は
道
場
主
の
私
有
化
を
認
め
ら
れ
た
道
場
。

門
徒
の
総
意
に
よ
っ
て
創
設
さ
れ
た
惣
道
場
と
対
照
的
な
性
格
を
有
す
る
。（「
道

場
惣
道
場
之
事
」、「
惣
道
場
并
自
庵
申
替
之
訳
」
第
一
・
二
条
〈『
故
実
公
儀
書

上
』〉、『
真
宗
史
料
集
成
』
第
九
巻
〈
同
朋
舎
、
一
九
七
六
年
〉
七
四
一
・
七
四

五
頁
）。

（
７
）　  

森
岡
清
美
「
辻
本
考
―
近
世
真
宗
寺
院
の
存
在
形
態
―
」（『
真
宗
教
団
に
お
け

る
家
の
構
造
』
御
茶
の
水
書
房
、
一
九
七
八
年
、
初
出
一
九
六
六
年
）。

（
８
）　  

真
宗
道
場
に
関
す
る
諸
研
究
や
今
後
の
課
題
に
つ
い
て
は
、
別
稿
に
て
ま
と
め

て
い
る
（
拙
稿
「
近
世
山
村
社
会
に
お
け
る
真
宗
道
場
の
性
格
―
越
中
国
射
水

郡
葛
葉
村
名
苗
家
を
事
例
と
し
て
―
」『
真
宗
研
究
』
第
五
十
輯
、二
〇
〇
六
年
）。

（
９
）　  

本
紀
要
（『
同
朋
大
学
佛
教
文
化
研
究
所
紀
要
』
第
三
十
六
号
）
所
収
「
研
究
所

調
査
記
録
」
に
調
査
史
料
の
目
録
を
掲
載
し
て
い
る
。
そ
の
う
ち
、
主
要
な
史

料
の
翻
刻
を
、
本
稿
末
に
掲
載
す
る
。
な
お
、
史
料
の
分
類
・
番
号
は
「
研
究

所
調
査
記
録
」
に
よ
る
。

（
10
）　  

前
掲
註
（
２
）
森
岡
清
美
「
毛
坊
主
と
村
の
道
場
」、拙
稿
「
近
江
の
「
廻
り
道
場
」

―
近
世
後
期
に
お
け
る「
惣
」道
場
の
一
形
態
―
」（『
宗
教
民
俗
研
究
』第
十
七
号
、

二
〇
〇
七
年
）。

（
11
）　  「
産
後
見
舞
覚
（
生
子
悦
儀
帳
）」﹇
文
書
類
２
﹈、「
安
産
祝
儀
帳
」﹇
文
書
類
８
﹈、

「
誕
生
并
ニ
子
護
見
舞
控
」﹇
文
書
類
13
﹈。

（
12
）　  

同
朋
大
学
仏
教
文
化
研
究
所
編
『
蓮
如
名
号
の
研
究
』（
同
朋
大
学
仏
教
文
化
研

究
所
研
究
叢
書
Ⅰ
、
法
藏
館
、
一
九
九
八
年
）。

（
13
）　  「
木
仏
寺
号
願
に
つ
き
白
銀
受
取
状
」﹇
文
書
類
36
―
４
﹈、「
木
仏
寺
号
免
許
に

つ
き
白
銀
受
取
状
」﹇
文
書
類
36
―
５
﹈、「
三
番
形
親
鸞
影
像
願
に
つ
き
白
銀
受

取
状
」﹇
文
書
類
36
―
６
﹈、「
三
番
形
親
鸞
影
像
免
許
に
つ
き
白
銀
受
取
状
」﹇
文

書
類
36
―
７
﹈。

（
14
）　  「
親
鸞
影
像
願
に
つ
き
上
納
金
覚
」﹇
文
書
類
36
―
８
﹈、「
親
鸞
影
像
願
金
不
足

分
預
覚
」﹇
文
書
類
36
―
９
﹈。

（
15
）　
「
三
番
形
親
鸞
影
像
箱
礼
銀
覚
」﹇
文
書
36
―
11
﹈。

（
16
）　
「
御
開
山
様
御
木
仏
様
御
下
リ
移
徙
座
并
ニ
智
了
十
三
回
忌
扣
」﹇
文
書
類
４
﹈。

（
17
）　
「
太
祖
聖
人
御
遠
忌
并
ニ
釈
定
正
三
年
回
忌
雑
用
扣
」﹇
文
書
類
７
﹈。

（
18
）　
「
河
内
屋
六
右
衛
門
書
状
」﹇
文
書
類
22
﹈。

（
19
）　  「
蓮
如
影
像
願
に
つ
き
金
銀
子
覚
」﹇
文
書
類
36
―
12
﹈、「
蓮
如
影
像
願
に
つ
き

金
銀
子
覚
」﹇
文
書
類
36
―
13
﹈、「
蓮
如
影
像
願
に
つ
き
上
納
目
録
」﹇
文
書
類

36
―
14
﹈。
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（
20
）　
「
蓮
如
影
像
」﹇
掛
軸
・
木
像
類
５
﹈、「
蓮
如
影
像
免
許
状
」﹇
文
書
類
36
―
15
﹈。

（
21
）　
「
蓮
如
影
像
箱
願
に
つ
き
銀
子
覚
」﹇
文
書
類
36
―
16
﹈。

（
22
）　
「
河
内
屋
六
右
衛
門
書
状
」﹇
文
書
類
22
・
23
・
36
―
18
﹈。

（
23
）　  

拙
稿
「
日
本
近
世
総
説
」（
佛
教
史
学
会
編
『
仏
教
史
研
究
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
』
法

藏
館
、
二
〇
一
七
年
）。

（
24
）　
「
領
法
俗
道
場
願
に
つ
き
覚
」﹇
文
書
類
36
―
19
﹈。

（
25
）　  

誓
詞
（
誓
紙
）
は
、
東
西
本
願
寺
の
末
寺
が
、
第
四
代
徳
川
家
綱
か
ら
第
十
四

代
家
茂
ま
で
、
将
軍
の
代
替
ご
と
に
提
出
し
た
、
起
請
文
形
式
の
誓
約
書
。
両

本
願
寺
は
、
京
都
所
司
代
を
介
し
て
幕
府
へ
提
出
し
た
。
東
西
本
願
寺
教
団
の

み
に
て
実
施
さ
れ
て
い
た
と
い
う
。（
和
田
幸
司
「
東
西
本
願
寺
誓
詞
の
政
治
史

的
考
察
」『
近
世
国
家
に
お
け
る
宗
教
と
身
分
』
法
藏
館
、
二
〇
一
六
年
、
初
出

二
〇
一
二
年
）。

（
26
）　  

幕
府
の
下
問
に
対
す
る
西
本
願
寺
の
回
答
を
記
載
し
た
史
料
で
あ
る
『
故
実
公

儀
書
上
』
の
「
呼
寺
号
之
事
」
に
よ
る
（『
故
実
公
儀
書
上
』〈
千
葉
乗
隆
編
『
真

宗
史
料
集
成
』
第
九
巻
、
同
朋
舎
、
一
九
七
六
〉
七
三
五
頁
）。
東
本
願
寺
の
作

成
し
た
『
申
物
帳
』
に
は
「
紙
寺
号
」
の
用
語
が
あ
る
が
、
同
様
の
性
格
と
考

え
ら
れ
る
。

（
27
）　  「
仏
器
什
物
取
調
下
書
」（「
仏
器
什
物
取
調
下
書
并
ニ
雛
形
色
々
」﹇
文
書
類
37
﹈

所
収
）。

（
28
）　  「
一
般
末
寺
編
入
願
書
」﹇
文
書
類
38
﹈。

（
29
）　  

天
保
二
年（
一
八
三
一
）十
一
月
の「
家
ふ
し
ん
入
用
帳
」﹇
文
書
類
１
﹈に
あ
る「
七

条
村
紺
屋
藤
平
」
と
同
家
で
、「
色
々
書
品
之
案
文
留
帳
」﹇
文
書
類
31
﹈
の
「
別

家
藤
七
、
紺
屋
職
商
人
」
と
同
一
人
物
と
考
え
ら
れ
る
。

（
30
）　  

大
谷
大
学
真
宗
総
合
研
究
所
真
宗
本
廟
（
東
本
願
寺
）
造
営
史
資
料
室
編
『
真

宗
本
廟
（
東
本
願
寺
）
造
営
史
―
本
願
を
受
け
継
ぐ
人
び
と
―
』（
真
宗
大
谷
派

宗
務
所
出
版
部
、
二
〇
一
一
年
）。

（
31
）　  

蒲
池
勢
至
「
真
宗
民
俗
史
の
方
法
」（『
真
宗
民
俗
史
論
』
法
藏
館
、二
〇
一
三
年
、

初
出
二
〇
〇
七
年
）、「
御
影
巡
回
」（
前
掲
註
〈
30
〉
大
谷
大
学
真
宗
総
合
研
究

所
真
宗
本
廟
（
東
本
願
寺
）
造
営
史
資
料
室
編
『
真
宗
本
廟
（
東
本
願
寺
）
造

営
史
―
本
願
を
受
け
継
ぐ
人
び
と
―
』）。

（
32
）　  

拙
稿
「
近
世
真
宗
に
お
け
る
〈
教
え
〉
伝
達
の
メ
デ
ィ
ア
」（『
大
谷
大
学
大
学

院
研
究
紀
要
』
第
二
十
三
号
、
二
〇
〇
六
年
）、
同
「
山
内
失
火
と
再
々
建
」（
前

掲
註
〈
30
〉
大
谷
大
学
真
宗
総
合
研
究
所
真
宗
本
廟
（
東
本
願
寺
）
造
営
史
資

料
室
編
『
真
宗
本
廟
（
東
本
願
寺
）
造
営
史
―
本
願
を
受
け
継
ぐ
人
び
と
―
』）

（
33
）　  

前
掲
註
（
29
）
に
あ
る
、
藤
平
や
藤
七
と
同
家
で
あ
ろ
う
か
。

（
34
）　
「
大
門
用
材
木
取
手
伝
に
つ
き
白
米
差
上
状
」﹇
文
書
類
18
﹈。

（
35
）　
「
東
本
願
寺
家
臣
連
署
状
」﹇
文
書
類
20
﹈。

《
付
記
》

中
野
正
治
氏
に
は
、
調
査
に
際
し
て
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
授
法
寺
の

一
条
ゆ
き
代
氏
な
ら
び
に
本
願
寺
史
料
研
究
所
に
は
、
史
料
の
閲
覧
・
掲
載
を
ご
快

諾
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
の
場
を
お
借
り
し
て
、
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。



同
朋
大
学
佛
教
文
化
研
究
所
紀
要　

第
三
十
六
号

一
四
八

　
　

旧
七
条
村
道
場
史
料
（
中
野
正
治
氏
所
蔵
）
翻
刻

【
凡
例
】

・　

   本
紀
要
（『
同
朋
大
学
佛
教
文
化
研
究
所
紀
要
』
第
三
十
六
号
）
所
収
「
研
究

所
調
査
記
録
」
に
掲
載
し
て
い
る
中
野
家
・
旧
七
条
村
道
場
（
真
宗
大
谷
派
、

滋
賀
県
長
浜
市
）
の
調
査
史
料
の
う
ち
、
主
要
な
史
料
の
翻
刻
を
掲
載
し
た
。

・　

  

番
号
は
、「
研
究
所
調
査
記
録
」
掲
載
の
﹇
聖
教
・
文
書
・
冊
子
・
巻
子
類

（
已
下
、「
文
書
類
」
と
す
る
）﹈
の
史
料
番
号
と
対
応
す
る
。

・　

文
字
に
つ
い
て
は
原
則
と
し
て
通
用
の
字
体
と
し
た
。

・　

欠
字
・
平
出
は
、
原
則
と
し
て
そ
れ
ぞ
れ
一
字
・
二
字
あ
き
と
し
た
。

20
．
弘
化
四
年
（
一
八
四
七
）
四
月
付
東
本
願
寺
家
臣
連
署
状

　
　

   猶
此
度
別
段
之
訳
を
以
諸
国
御
門
末
寺
別
ニ
及
書
通
之
儀
ニ
付
而
ハ
多
端
之
事

故
、
寺
家
寺
中
或
ハ
道
場
等
之
向
、
悉
ク
ハ
行
届
兼
、
何
れ
書
通
相
洩
候
方
も

可
在
之
候
、
自
然
右
相
洩
候
先
も
有
之
候
ハ
丶
、
上
寺
ゟ
本
文
之
趣
委
細
二
御

通
達
可
被
有
之
候
、
将
又
無
檀
地
ハ
格
別
、
左
も
無
之
寺
々
ハ
御
門
徒
衆
末
々

迄
も
是
又
不
洩
様
被
申
伝
候
而
、
精
々
出
精
御
取
持
之
儀
御
尤
ニ
存
候
、
以
上

一
筆
致
啓
述
候
、
先
以　
　

両
御
門
跡
様
益
御
機
嫌
能
被
為
成
御
座
候
、
然
者
今
般

御
廻
状
を
以
被
仰
出
候
来
ル
申
年
三
月
十
五
日
大
門
御
供
養
会
、
引
続
同
月
十
八
日

よ
り
三
七
日
之
間　
　

祖
師
聖
人
常
葉
之　
　

御
影
尊
像
拝
礼
被　
　

仰
付
候
儀

者
、
此
度　

御
再
建
ニ
付
一
同
不
惜
身
命
之
依
御
取
持
、
速
ニ
御
皆
造
ニ
可
被
為

至
儀
、
偏
ニ
御
法
義
被
為
行
届
候
顕
ニ
而
候
へ
共
、
是
全　
　

祖
師
聖
人
広
大
之　
　

御
遺
徳
と　

御
感
戴
被
遊
候
ニ
付
而
ハ
、
諸
国
御
門
葉
之
中
ニ
を
い
て
、
未
タ
御
法

義
聴
聞
不
行
届
様
も
可
在
之
哉
と
、
猶
此
上
ニ
も
御
門
末
御
引
立
被
遊
下
候　
　

両

門
様
深
重
之　

尊
慮
ゟ
四
海
之
御
門
葉
を
被　

召
寄
、
御
直
ニ
御
化
導
被
成
下
、
信

心
一
味
之
同
行
ニ
御
育
被
遊
度　
　

御
本
意
、
且
者
従
来
一
同
之
懇
願
も
有
之
、
旁

以
右　
　

尊
像
拝
礼
被　

仰
付
御
事
ニ
候
、
就
夫
右　

尊
像
之
儀
者
兼
々
敬
承
有
之

候
、　　

御
開
山
様
御
滅
後
大
谷
ニ
墳
墓
を
改
仏
閣
を
建
影
像
を
安
ス
ト　
　

御
伝

ニ
被
為
顕
候
処
之　
　

御
本
廟
御
起
立
最
初
之　
　

御
影
像
ニ
而
候
所
、
故
在
而
相

州
鎌
倉
常
葉
と
申
処
江　
　

御
転
座
、
然
ル
処
三
百
八
年
之
星
霜
を
経
而
、
元
和

二
年
之
冬
従　
　

公
儀
明
ニ
御
寄
附
被
為
成
進
候
御
事
ニ
而
、
実
ニ
不
可
思
議
之　
　

御
由
緒
ニ
候
ヘ
ハ
、
平
常
御
宝
庫
ニ
御
崇
敬
被
遊
候
御
事
ニ
候
、
其
後
元
文
三
年　

御
開
扉
為
在
諸
国
之
御
門
末
中
拝
礼
被　
　

仰
付
被
奉
蒙　

御
化
導
候
事
ニ
而
、
誠

ニ
宿
善
無
之
而
者
不
相
叶
、
偏
ニ
是
嫡
々
御
相
承
之　
　

御
恩
徳
不
可
在
不
報
候
、

然
者
御
流
を
汲
候
御
門
葉
家
別
人
別
一
分
々
々
其
御
冥
加
を
被
相
弁
候
様
、
兼
々
御

教
導
筋
被
申
候
に
候
御
預
り
之
御
門
徒
中
江
篤
ト
被
申
伝
、
一
紙
半
銭
た
り
共
志
次

第
人
別
ニ
名
前
相
記
し
、
其
寺
附
之
御
門
徒
の
ミ
ニ
而
被
申
侭
、
別
段
出
精
世
話
有

之
、
右
稀
成
御
大
例
之
経
営
ニ
被
備
候
様
、
猶
又
明
年
ハ　
　

蓮
如
上
人
御
正
当
御

法
事
も
被
為
在
之
、
其
上
前
条
御
大
例
共
被
為
済
候
ハ
丶
、
御
先
格
之
通
上
京
之
御

門
末
江
御
能
拝
見
等
被　
　

仰
付
候
御
事
ニ
而
候
へ
ハ
弥
以
難
有
被
奉
存
、
聊
之
所

用
ハ
各
々
操
合
候
而
打
潤
賑
々
敷
参
詣
上
京
有
之
、
其
節
前
顕
一
分
々
々
之
志
取
集
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メ
被
差
上
候
様
ニ
被
致
候
ハ
ヽ
、
是
則
上
来
之
御
趣
意
行
届
候
、
所
詮
ニ
而
可
在
之

候
条
、
弥
御
法
義
相
続
之
上
、
右
御
経
営
ニ
付
御
待
受
懇
志
出
精
之
程
、
訳
而
為
可

申
入
、
態
々
以
飛
札
如
此
御
座
候
、
恐
々
謹
言

　
　
　
　
　
　
　
　
　

若
林
判
事

　

未
四
月　
　
　
　
　
　
　

直
弼
（
印
「
直
／
弼
」）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

森
川
左
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

頼
記
（
印
「
頼
／
記
」）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

浅
井
将
曹

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

有
政
（
印
「
有
／
政
」）

江
州

七
条
村

　

道
場

　

御
門
徒
衆
中

21
．
安
政
二
年
（
一
八
五
五
）
二
月
付
寺
送
り
一
札
之
事

　
　
　
　
　

寺
送
り
一
札
之
事

一  

、
美
濃
国
多
芸
郡
端
爪
村
武
太
夫
妹
ま
を
と
申
者
、
宗
旨
者
代
々
浄
土
真
宗
ニ
而

当
寺
檀
那
紛
無
御
座
候
、
然
ル
所
今
般
七
条
村
利
助
方
江
縁
付
参
り
候
に
附
、
貴

寺
旦
那
ニ
成
度
旨
願
出
候
ニ
付
、
任
其
意
候
、
向
後
貴
寺
旦
那
ニ
被
成
、
宗
門
御

改
之
節
調
印
可
成
候
、
此
者　

御
制
禁
切
支
丹
宗
門
之
者
ニ
而
無
御
座
候
、
若
脇

ゟ
何
角
と
申
者
御
座
候
ハ
ヽ
拙
寺
何
方
迄
も
罷
出
、
急
度
可
申
披
候
、
為
其
寺
送

り
一
札
如
件

　
　
　
　
　
　
　
　
　

多
芸
郡
端
爪
村

安
政
二
卯
年
二
月　
　
　
　
　

念
長
寺
（
印
）

　

長
浜
御
坊

　
　
　
　

役
寺

　
　
　
　
　
　

一
心
寺
殿

　
　
　
　
　
　

道
場
佐
近
殿

22
．
文
久
三
年
（
一
八
六
三
）
四
月
十
八
日
付
河
内
屋
六
右
衛
門
書
状

飛
札
を
以
一
筆
致
啓
上
候
、
薄
晩
之
砌
ニ
御
座
候
処
、
先
以　

御
尊
寺
様
被
為
遊
御

揃
重
御
機
嫌
能
被
為
遊
御
座
奉
恐
賀
候
、
然
ハ
過
日
御
帰
国
之
砌
被　

仰
聞
置
候
御

中
啓
十
弐
本
漸
当
節
御
引
替
ニ
為
成
候
間
、
此
便
御
達
申
上
候

一 

、
七
条
村　

御
開
山
様
願
之
義
、
此
度
不
足
金
三
両
御
差
登
ニ
為
成
、
慥
ニ
受
取

申
候
、
依
之
極
印
所
勘
定
方
今
般
御
達
申
上
候
、
尤
残
金
三
歩
三
朱
ト
七
十
九
文

是
亦
相
添
置
候
間
、
御
落
手
被
下
候

一 
、
寺
号
ハ
正
定
寺
と
御
免
ニ
相
成
申
候
、
法
名
時
照
と
相
成
候
事
故
、
御
存
知
之

通
住
職
時
照
之
外
ニ
願
主
之
名
前
左
近
と
申
義
ハ
難
申
上
住
職
が
即
願
主
ニ
御
座

候
、
右
之
訳
柄
御
申
聞
可
被
下
候

　

  

信
証
院
様
御
願
之
義
ハ
此
度
ハ
御
断
申
上
置
候
へ
共
、
歎
書
ニ
て
も
冥
加
御
礼
金



同
朋
大
学
佛
教
文
化
研
究
所
紀
要　

第
三
十
六
号

一
五
〇

壱
両
ニ
て　

御
聞
済
ニ
相
成
居
候
間
、
重
而
御
願
之
節
ハ

　
　

一
、
金
壱
両　
　
　
　
　

冥
加
御
礼

　
　

一
、
銀
七
拾
匁
斗　
　
　

前
後
御
届

　
　

一
、
同
三
拾
壱
匁　
　
　

繕
料

　
　

一
、
同
八
拾
五
匁
七
分　

表
料

右
之
通
ニ
御
座
候
間
、
左
様
御
承
知
被
下
候
、
猶
亦
歎
書
写
本
願
書
之
写
ハ
無
御
座

候
へ
共
、
右
ハ
御
入
用
ニ
無
之
儀
と
奉
存
候
得
共
、
万
一
御
入
用
之
儀
も
御
座
候
ハ

丶
御
本
殿
御
記
録
ニ
有
之
候
間
、
御
本
人
御
上
京
之
節
ハ
何
時
成
と
も
書
記
候
て
も

御
頼
有
之
候
ハ
丶
、
写
取
呉
候
義
ニ
御
座
候
故
、
此
段
御
承
知
被
下
候
、
前
顕
之
次

第
極
楽
寺
様
并
ニ
正
定
寺
様
へ
も
別
紙
を
以
可
申
上
筈
ニ
御
座
候
へ
と
も
、
一
橋
様

御
先
□
明
日
御
出
立
前
ニ
而
彼
是
取
紛
居
候
間
、
乍
恐
御
伝
聞
之
程
奉
願
上
候
、
余

者
後
便
ニ
申
洩
如
此
ニ
御
座
候
、
已
上

　

四
月
十
八
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　

河
内
屋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

六
右
衛
門

了
念
寺
様

23　

年
未
詳
河
内
屋
六
右
衛
門
書
状

飛
札
を
以
一
筆
致
啓
上
候
、
春
暖
之
砌
ニ
御
座
候
処
、
先
以
貴
所
様
被
遊
御
揃
信

　

御
壮
健
ニ
被
遊
御
座
奉
賀
候
、
然
ハ
此
度　

信
証
院
様
御
願
ニ
付
金
三
両
弐
歩
御

差
登
し
ニ
相
成
不
取
敢
奉
願
上
候
、
依
之
右
残
金
壱
歩
百
六
拾
文
極
印
所
勘
定
書
相

添
差
下
し
申
候
間
、
御
引
合
被
下
候
、
扨
御
表
具
之
義
ハ
綾
ニ
て
願
置
候
、
惣
金
ニ

相
成
候
ハ
丶
当
節
之
金
相
場
ニ
て
ハ
三
歩
弐
朱
程
増
金
追
納
可
被
遊
候
、
此
度
之
処

綾
ニ
而
相
納
、
残
金
丈
ケ
慥
ニ
返
上
仕
候
間
、
御
地
着
之
上
御
落
手
被
下
候
、
先
ハ

右
申
上
度
用
事
而
已
如
此
ニ
御
座
候
、
已
上

　

三
月
廿
三
日　

河
内
屋

　
　
　
　
　
　
　
　
　

六
右
衛
門

正
定
寺
様

24　

明
治
四
年
（
一
八
七
一
）
八
月
付
寺
送
り
一
札
之
事

（
包
紙
上
書
）

「
寺
送
り

　
　
　

書
付
弐
通
」

　
　
　

寺
送
り
一
札
之
事

一  
、
濃
州
石
津
郡
多
良
鍛
冶
屋
村
又
兵
衛
娘
み
す
ト
申
者
、
宗
旨
之
儀
ハ
代
々
浄
土

真
宗
ニ
而
、
当
寺
紛
旦
那
無
御
座
候
、
然
ル
処
今
般
其
御
地
七
条
村
利
吉
方
江
縁

付
い
た
し
候
ニ
付
、
今
後
貴
寺
御
門
徒
ニ
加
入
可
被
下
候
、
右
此
者
御
法
度
之
宗

門
か
訴
人
ニ
而
者
無
御
座
候
、
為
其
送
り
一
札
仍
而
如
件



【
特
別
調
査
報
告
】
旧
七
条
村
道
場
史
料

一
五
一

明
治
四
年

　

未
八
月
日

　
　
　
　
　
　
　
　

濃
州
石
津
郡
多
良

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

鍛
冶
屋
村

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

伝
香
寺
（
印
「
伝
／
香
」）

江
州
坂
田
郡
七
条
村

　
　

正
定
寺
殿

28　

年
未
詳
戌
八
月
二
十
三
日
付
御
影
拝
礼
志
受
取
状

（
包
紙
上
書
）

「　
　

江
州
七
条
村

御
印　
　
　

廿
二
日
講
中
」

（
印
）「
続
」

　
　
　

御
影
拝
礼

　
　
　
　

金
弐
朱

　
　
　
　

百
六
拾
壱
納

右
被
披
露
候
処
奇
特　
　

思
召　

御
印
被
成
下
候
也

　
　
　
　
　

池
尾
伊
織
（
印
「
正
紹
」）

戌
八
月
廿
三
日

　
　
　
　
　

宇
野
相
馬
（
印
「
直
貞
」）

江
州
七
条
村

　

廿
二
日
講
中

29　

年
未
詳
酉
九
月
御
本
山
御
納
戸
方
書
状

大
谷
御
坊　
　

御
遠
忌
御
法
事
御
執
行
可
被
為
在
旨
被　

仰
出
候
間
、
各
賑
々
敷
参

詣
可
被
在
之
候
、
就
而
者
右
御
坊
所
大
破
ニ
付
、
先
年
ゟ
御
修
覆
御
催
被
為
在
之
候

処　
　

御
本
山
不
慮
之
御
火
災
ニ
而
御
取
懸
り
も
御
見
合
ニ
相
成
有
之
候
得
共
、
御

太〔
マ
マ
〕切

之
御
場
所
柄
、
何
卒
明
春　
　

御
遠
忌
迄
ニ
ハ
御
修
覆
を
被
加
、　

御
崇
敬
被

為
在
度
被
思
召
候
、
附
而
者
大
谷
御
構
内
御
白
砂
其
外
御
座
敷
向
、
是
迄
御
狭
少
ニ

而
例
年
之
報
恩
講
ニ
も
甚
御
不
都
合
之
御
事
ニ
も
候
へ
ハ
、
此
度
御
修
覆
之
御
序
ニ

其
辺
を
も
御
取
繕
被
為
在
候
様
ニ
と
御
門
末
中
ゟ
被
申
上
、
猶
又
当
節
格
別
之
御
取

締
ニ
而
都
而
御
普
請
向
御
休
之
中
ニ
ハ
候
得
共
、
今
度
京
坂
諸
講
中
ゟ
御
修
覆
被
願

上
、
追
々
御
普
請
志
上
納
も
有
之
候
得
共
、
元
来
山
林
湿
地
之
事
故
御
破
損
所
も
不

少
、
夫
是
御
物
入
之
御
事
ニ
候
得
者
此
等
之
御
場
合
恐
察
被
致
報
謝
之
実
意
ゟ
懇
志

被
相
運
、
明
春　
　

御
遠
忌
御
潤
敷
御
執
行
被
為
在
候
様
御
取
持
有
之
候
ハ
丶
御
満

足
ニ
可
被　
　

思
召
候
、
尤
右
御
場
所
柄
之
儀
ハ
各
敬
承
之
通
御
門
末
中
先
祖
代
々

納
骨
御
免
之
御
廟
所
之
儀
ニ
而
格
別
御
因
縁
厚
キ
御
事
ニ
候
得
者
外
御
取
持
筋
ニ
不

相
拘
一
分
々
々
冥
加
被
存
、
明
春
御
法
事
之
御
香
奠
と
被
存
候
而
為
一
紙
半
銭
共
、

右
御
修
覆
之
御
助
成
被
申
上
候
様
、
可
被
相
心
懸
候
、
右
之
趣
御
末
寺
住
職
分
ハ
勿

論
御
預
り
之
御
門
徒
中
江
不
洩
様
、
一
分
々
々
へ
篤
と
被
申
通
其
寺
々
江
被
取
集
、



同
朋
大
学
佛
教
文
化
研
究
所
紀
要　

第
三
十
六
号

一
五
二

精
々
上
納
有
之
候
様
致
度
候
、
猶
又
明
春
三
月
迄
最
早
日
数
も
纔
之
事
ニ
候
間
、

呉
々
早
々
行
届
候
様
一
際
骨
折
出
精
有
之
候
様
分
而
御
頼
申
入
候
、
為
其
如
此
御
座

候
、
恐
々
謹
言

　

御
本
山
御
納
戸
方

　
　
　
　

打
田
大
炊

酉
九
月　
　
　
　

昌
邦
（
印
「
昌
／
邦
」）

　
　
　
　

松
井
外
記

　
　
　
　
　
　
　

元
貞
（
印
「
元
／
貞
」）

　
　
　
　

苗
村
典
礼

　
　
　
　
　
　
　

方
規
（
印
「
方
／
規
」）」

江
州
坂
田
郡

七
条
村

　

道
場

　

惣
御
門
徒
衆
中

34　

年
未
詳
木
仏
・
寺
号
・
親
鸞
影
像
・
蓮
如
影
像
歎
願
口
上
覚
写

　
　
　
　

乍
恐
奉
歎
上
候
口
上
覚

一  

、
今
般
木
仏
寺
号
并
ニ　
　

御
開
山
様
御
影　

蓮
如
上
人
御
影　
　

御
願
申
上
奉

度
、
夫
ニ
付
御
定
式
之
御
礼
金
上
納
可
仕
奉
願
上
本
意
ニ
御
座
候
へ
共
、
当
道
場

之
儀
ハ
無
檀
極
貧
地
ニ
御
座
候
間
、
往
古
ゟ
草
庵
ニ　
　

蓮
如
上
人
御
染
筆
大
字

御
名
号
奉
御
崇
敬
罷
在
候
へ
共
、
御
尊
様
類
無
之
段
、
従
来
歎
ヶ
敷
奉
存
居
候
、

乍
去
前
顕
申
上
候
通
、
無
檀
極
貧
地
之
事
故
空
敷
打
過
候
処
、
村
方
懇
志
之
同
行

ゟ
聊
宛
寄
進
い
た
し
呉
候
間
、
不
取
敢
上
京
仕
、
御
歎
申
上
候
、
御
時
節
柄
奉
恐

入
候
へ
共
、
左
之
通
冥
加
御
礼
金
上
納
可
仕
候

一
、
木
仏
寺
号　
　
　

金
弐
百
疋

一
、
御三番
形開

山
様
御
影　

金
壱
両

一
、
蓮
如
上
人
御
影　

銀
壱
枚

右
之
通
冥
加
御
礼
上
納
仕
、
尤
御
絵
表
料
之
義
ハ
御
定
式
之
通
、
別
段
上
納
可
仕
候

間
、
何
卒
格
別
之
以
御
慈
悲
右
願
之
通
、
被
送
御
決
済
候
様
深
重
之
奉
歎
願
候
、
右

蒙
御
免
候
上
、
稀
成　
　

大
御
遠
忌
執
行
仕
、
従
来
之
懇
願
ニ
御
座
候
ニ
付
此
段
幾

重
ニ
茂
御
執
成
を
以
宜
被
仰
上
可
被
下
様
偏
ニ
奉
願
上
候
、
已
上

文
久
三
年　
　
　
　
　
　
　

江
州
七
条
村

　
　

亥
三
月
六
日　
　
　
　
　

道
場　

時
照

　
　
　
　

乍
恐
再
応
奉
歎
願
候
口
上
覚

一  
、
今
般
木
仏
寺
号
并
ニ　
　

御
開
山
様
御
影　

蓮
如
上
人
御
影　
　

御
願
奉
申
上

候
義
付
、
奉
歎
願
候
処
、
不
容
易
之
趣
ニ
被
仰
聞
、
歎
書
御
下
ヶ
ニ
相
成
奉
恐
入

候
、
此
侭
帰
国
も
難
出
来
、
尤
先
歎
書
ニ
茂
奉
申
上
候
通
、
御
定
式
御
礼
金
上

納
仕
可
奉
願
上
本
意
ニ
御
座
候
へ
共
、
当
道
場
之
義
者
無
檀
極
貧
地
ニ
御
座
候



【
特
別
調
査
報
告
】
旧
七
条
村
道
場
史
料

一
五
三

間
、
往
古
ゟ
草
庵
ニ　
　

蓮
如
上
人
御
染
筆
大
字
御
名
号　
　

奉
御
崇
敬
罷
在
候

へ
共
、
御
尊
様
類
無
之
段
、
従
来
歎
ヶ
敷
奉
存
居
候
へ
共
、
前
顕
申
上
候
通
、
無

檀
極
貧
地
之
事
故
、
空
敷
打
過
候
処
、
漸
村
方
懇
志
之
同
行
ゟ
聊
宛
寄
進
致
呉
候

間
、
不
取
敢
上
京
仕
、
御
歎
申
上
候
、
御
時
節
柄
奉
恐
入
候
へ
共
、
種
々
心
配

仕
、
乍
聊
私
手
許
ニ
お
ゐ
て
、
格
別
之
心
配
仕
、
冥
加
御
礼
金
左
之
通
上
納
可
仕

候
一
、
木
仏
寺
号　
　
　

銀
一
枚

一
、
御三番
形開

山
様
御
影　

銀
二
枚

一
、
蓮
如
上
人
御
影　

金
壱
両

右
之
通
冥
加
御
礼
上
納
仕
、
尤
御
絵
表
料
之
義
者
御
定
式
通
、
別
段
上
納
可
仕
候

間
、
何
卒
格
別
之
以　

御
慈
悲
ヲ
右
願
之
通
被
遊
下
御
聞
済
候
様
、
不
顧
恐
再
応
深

重
ニ
奉
歎
願
候
、
右
蒙　

御
免
候
上
、
稀
成　
　

大
遠
忌
執
行
仕
度
、
従
来
之
懇
願

ニ
御
座
候
ニ
付
、
此
段
幾
重
ニ
茂
御
執
成
を
以
、
宜
被　

仰
上
可
被
下
候
様
、
偏
ニ

奉
願
上
候
、
已
上

　

同
三
月
七
日　
　
　
　

江
州
七
条
村

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

道
場
時
照

亥
三
月
十
五
日　
　
　
　
　

江
州

一
、
木
仏
寺
号　
　
　
　
　
　

七
条
村

　
　
　

正
定
寺
と
御
免　
　
　

道
場
時
照

同
十
七
日

一
、
三
番
形　
　
　
　
　
　

江
州

　
　
　

御
開
山
様
御
免　
　

七
条
村

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

正
定
寺
様

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

時
照

五
月
廿
五
日

御
絵
并
表
会
所
ニ
而

一
、
絵
表
仕
上
り

同
二
十
六
日

一
、
御
殿
召
上
り

　
　
　
　

乍
恐
奉
願
口
上
覚

一 

、
今
般
私
儀
木
仏
寺
号
奉
願
上
候
、
以
御
慈
悲
被
遊
下　

御
免
候
ハ
丶
難
有
可
奉

存
候
、
此
旨
宜
被　

仰
上
可
被
下
候
、
以
上

　
　
　
　
　
　
　
　

江
州
坂
田
郡

　
　
　
　
　
　
　
　

七
条
村

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

道
場

文
久
三
年　
　
　
　
　
　
　
　

時
照
〈
花
／
押
〉

　

亥
三
月

　
　
　
　

正（
三
文
字
衍
カ
）

定
寺

　
　

集
会
所
月
番
御
衆
中

一
、
今
般　

御
開
山
様



同
朋
大
学
佛
教
文
化
研
究
所
紀
要　

第
三
十
六
号

一
五
四

　
　
　
　
　

信
証
院
様
奉
願
上
候
、
以
御
慈
悲
被
遊
下　

御
免
候
ハ
丶
難
有
可
奉
存

候
、
此
旨
宜
被　

仰
上
可
被
下
候
、
以
上

　
　
　
　
　

前
ニ
同

36
―
３　

文
久
三
年
（
一
八
六
三
）
三
月
十
五
日
付
木
仏
寺
号
な
ら
び
に
親
鸞
影
像

願
に
つ
き
銀
子
覚

　
　
　
　
　

覚

　
　
　
　
　
　

木
仏
寺
号

　
　
　
　
　
　
　
　
　

冥
加

一
、
銀
四
拾
三
匁
八
分　

御
礼
高

　
　
　
　
　
　
　
　
　

御
染
筆

一
、
同
拾
弐
匁
九
分　
　

御
礼

一
、
同
拾
弐
匁
九
分　

当
座
御
礼

一
、
同
六
拾
九
匁
弐
分　

御
届

　
　
　
　
　
　
　

銀
七
匁　

四

　
　
　
　
　
　
　

同
壱
両　

四

　
　
　
　
　
　
　

同
三
匁　

八

一
、
同
九
拾
匁　
　

改
料

一
、
同
弐
匁　
　
　

願
書
料

一
、
同
三
匁　
　
　

御
記
禄
（
録
）料

一
、
同
四
匁
五
分　

掛
分
銀
料

御三番
形開

山
様

　
　
　
　
　
　
　
　
　

冥
加

一
、
銀　

八
拾
七
匁
六
分　

御
礼
高

一
、
同　

拾
弐
匁
九
分　
　

当
座
御
礼

一
、
同　

六
拾
九
匁
弐
分　

御
届

　
　
　
　
　
　
　
　
　

銀
七
匁　

四

　
　
　
　
　
　
　
　
　

同
壱
両　

四

　
　
　
　
　
　
　
　
　

同
三
分　

八

　
　
　
　
　
　
　
　
　

〆

一
、
同
六
拾
六
匁
三
分　

御
繕
料

一
、
同
百
拾
九
匁
三
分　

御
表
具
料

一
、
同
弐
匁　
　
　
　
　

願
書
料

一
、
同
三
匁　
　
　
　
　

御
記
禄
料

一
、
同
四
匁
五
分　
　
　

掛
分
銀
打

〆
銀
六
百
三
匁
壱
分

　
　
　

右
へ

　
　
　
　

金
六
両
弐
歩
弐
朱
受
取

　
　
　
　

代
銀
四
百
八
拾
六
匁

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

九
分
三
り

差
引

　
　

銀
百
拾
六
匁



【
特
別
調
査
報
告
】
旧
七
条
村
道
場
史
料

一
五
五

　
　
　
　
　

七
分
九
り　
　

不
足

　
　
　

代
金
壱
両
弐
匁
弐
朱　

受
取

　
　

弐
〆
五
百
七
拾
九
文
□
返
ス

　

内

　
　

弐
百
文　

木
仏
寺
号
初
歎

　
　

三
百
文　

再
応
歎
書
料

　

〆
差
引

亥
三
月
十
五
日　
　
　

極
印
所
（
印
「
六
条
御
殿
／
極
印
所
」）

　
　
　
　
　

江
州
坂
田
郡

　
　
　
　
　
　

七
条
村
道
場

　
　
　
　
　
　
　
　

時
照
殿

　
　
　
　
　
　

已
下　

正
定
寺

36
―
４　

文
久
三
年
（
一
八
六
三
）
三
月
十
八
日
付
木
仏
寺
号
願
に
つ
き
白
銀
受
取

状今
般
木
仏
寺
号
願
ニ
付
白
銀
七
匁
預
贈
恵
入
念
之
段
不
浅
令
受
納
候
故
、
為
謝
礼
如

斯
候
、
以
上

三
月
十
八
日　

頼
世
（
印
「
頼
世
」）

（
端
裏
書
）

「
江
州
七
条
村

　

道
場

　
　

時
照
殿　
　
　
　

下
間
民
部
卿
法
眼
」

36
―
５　

文
久
三
年
（
一
八
六
三
）
三
月
十
八
日
付
木
仏
寺
号
免
許
に
つ
き
白
銀
受

取
状

今
般
木
仏
寺
号
就　
　

御
免
白
銀
七
匁
預
贈
恵
入
念
之
段
不
浅
令
受
納
候
、
右
為
謝

礼
如
斯
候
、
以
上

三
月
十
八
日　

頼
世
（
印
「
頼
世
」）

（
端
裏
書
）

「
江
州
七
条
村

　

道
場

　
　

正
定
寺
殿　
　
　
　

下
間
民
部
卿
法
眼
」

36
―
６　

文
久
三
年
（
一
八
六
三
）
三
月
十
八
日
付
三
番
形
親
鸞
影
像
願
に
つ
き
白

銀
受
取
状

今
般　

三
番
形
御
開
山
様
願
ニ
付
白
銀
七
匁
預
贈
恵
入
念
之
段
不
浅
令
受
納
候
、
右

為
謝
礼
如
斯
候
、
以
上

三
月
十
八
日　
　

頼
世
（
印
「
頼
世
」）



同
朋
大
学
佛
教
文
化
研
究
所
紀
要　

第
三
十
六
号

一
五
六

（
端
裏
書
）

「
江
州

　
　

正
定
寺
殿　

下
間
民
部
卿
法
眼
」

36
―
７　

文
久
三
年
（
一
八
六
三
）
三
月
十
八
日
付
三
番
形
親
鸞
影
像
免
許
に
つ
き

白
銀
受
取
状

今
般　

三
番
形
御
開
山
様
就　
　

御
免
白
銀
七
匁
預
贈
恵
入
念
之
段
不
浅
令
受
納

候
、
右
為
謝
礼
如
斯
候
、
以
上

三
月
十
八
日　
　

頼
世
（
印
「
頼
世
」）

（
端
裏
書
）

「
江
州

　
　

正
定
寺
殿　

下
間
民
部
卿
法
眼
」

　
36
―
８　

文
久
三
年
（
一
八
六
三
）
三
月
二
十
四
日
付
親
鸞
影
像
願
に
つ
き
上
納
金

覚
　
　
　

覚

御
開
山
様
御
影
願

　

上
拾
匁
七
分
五
り

　
　
　
　

中
銀
九
匁

　
　
　
　

下
銀
〆
拾
弐
匁
九
分

　
　

〆
銀
三
拾
弐
匁
六
分
五
り

　
　
　

右
へ
金
弐
歩
受
取

　
　
　
　
　
　

七
匁
三
分
五
り
戻
ス

右
上
納
執
斗
候
訖

亥　
　
　
　

御
坊

三
月
廿
四
日　

御
台
所
当
番
（
印
）

　

七
条
村

　
　

左
近
右
衛
門
殿

36
―
９　

文
久
三
年
（
一
八
六
三
）
三
月
二
十
四
日
付
親
鸞
影
像
願
金
不
足
分
預
覚

　
　

覚

　

一
、
金
三
両
也

御
開
山
様
願
金
不
足
分
慥
ニ
預
り
相
登
し
可
申
候

亥　
　
　
　
　

御
坊

三
月
廿
四
日　
　

御
台
所
当
番
（
印
）

　

七
条
村



【
特
別
調
査
報
告
】
旧
七
条
村
道
場
史
料

一
五
七

　
　

左
近
右
衛
門
殿

36
―
10　

年
未
詳
木
仏
・
寺
号
・
親
鸞
影
像
礼
銀
上
納
目
録

　
　
　

上
納
目
録

木
仏
寺
号
冥
加

　

御
礼
銀
子
壱
枚

　
　

極
印
料
入
目
銀
八
分

　

合
銀
四
拾
三
匁
八
分

三
番
形

御
開
山
様　

冥
加

　

御
礼
銀
子　

弐
枚

　
　

極
印
料
入
目
銀
壱
匁
六
分

　

合
銀
八
拾
七
匁
六
分

　
　

右
令
上
納
候
訖

文
久
三
年

　

亥
三
月　

極
印
所
（
印
「
六
条
御
殿
／
極
印
所
」）

　
　

江
州
坂
田
郡

　
　

七
条
村
道
場

　
　
　
　
　

時
照
殿

　
　

已
下　

正
定
寺

36
―
11　

文
久
三
年
（
一
八
六
三
）
九
月
十
日
付
三
番
形
親
鸞
影
像
箱
礼
銀
覚

　
　
　

覚

三
番
形

御
開
山
様
御
箱
頂
戴

一
、
銀
拾
弐
匁
九
分　

御
礼

一
、
同
廿
弐
匁
六
分　

御
届

　
　
　
　
　
　
　

銀
壱
両　

弐

　
　
　
　
　
　
　

同
三
匁　

弐

　
　
　
　
　
　
　

同
壱
両
弐
匁　

四

　
　
　
　
　
　
　

〆

一
、
同
壱
匁
九
分　

掛
方
銀
打

　
　

〆
銀
三
拾
七
匁
四
分

　
　
　
　

右

　
　
　
　

金
弐
歩
受
取

　
　
　
　

代
銀
四
拾
壱
匁

差
引

　
　

銀
三
匁
六
分　

過

　
　
　
　

代
弐
百
七
拾
文
返
候

亥
　

九
月
十
日　
　

極
印
所
（
印
「
六
条
御
殿
／
極
印
所
」）



同
朋
大
学
佛
教
文
化
研
究
所
紀
要　

第
三
十
六
号

一
五
八

　
　
　

江
州

　
　
　
　

正
定
寺
殿

36
―
12　

元
治
元
年
（
一
八
六
四
）
三
月
十
一
日
付
蓮
如
影
像
願
に
つ
き
金
銀
子
覚

　
　
　

覚

御
黒
衣

信
証
院
様　
　
　
　

冥
加

一
、
金
壱
両
分　
　
　

御
礼
高

　
　

銀
壱
匁

一
、
同
七
匁
五
分　

当
座
御
礼

一
、
同
三
拾
壱
匁　

御
絵
料

一
、
同
八
拾
五
匁
七
分　

御
表
具
料

一
、
同
四
拾
五
匁
弐
分　

御
届

　
　
　
　
　
　
　
　
　

銀
壱
両　

四

　
　
　
　
　
　
　
　
　

同
三
匁　

四

　
　
　
　
　
　
　
　
　

同
弐
匁　

八

　
　
　
　
　
　
　
　
　

〆

一
、
同
弐
匁　
　
　
　
　

願
書
料

一
、
同
三
匁　
　
　
　
　

御
記
禄
料

一
、
同
四
匁
五
分　
　
　

掛
分
銀
打

〆　

金
壱
両
分

　
　

銀
百
七
拾
九
匁
九
分

　
　
　

右
へ

　
　
　

金
壱
両
分

　
　
　

同
弐
両
弐
歩
受
取

　
　
　

代
銀
弐
百
弐
匁
弐
分
五
り

差
引

　
　

銀
廿
弐
匁

　
　
　
　
　
　

三
分
五
り　

過

　
　
　

此
金
壱
歩
分

　
　
　
　

せ
ん
百
六
拾
文　

返
候

子
三
月
十
一
日　

極
印
所
（
印
「
六
条
御
殿
／
極
印
所
」）

　
　

江
州

　
　
　

正
定
寺
殿

36
―
13　

元
治
元
年
（
一
八
六
四
）
三
月
晦
日
付
蓮
如
影
像
願
に
つ
き
金
銀
子
覚

　
　
　

覚

御
黒
衣

　

信
証
院
様

　

但
し
綾
表
之
処

　

惣
金
之
引
直

一
、
銀
六
拾
匁
五
分　

御
絵
料



【
特
別
調
査
報
告
】
旧
七
条
村
道
場
史
料

一
五
九

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ま
し

一
、
同
弐
分　
　
　
　

掛
分
銀
打

　

〆
銀
六
拾
匁
七
分

　
　
　

右
へ

　
　

金
三
歩
弐
朱　

受
取

　
　

代　

七
拾
匁
八
分
七
り

差
引

　

銀
拾
匁
壱
分
七
り　

過

　
　

代
金
弐
朱
分

　
　
　
　
　
　

四
文　
　

戻
ス

右
之
通
取
斗
相
済
候
畢

元
治
元
年

　

子
三
月
晦
日　

極
印
所
（
印
「
六
条
御
殿
／
極
印
所
」）

　
　
　
　

江
州

　
　
　
　
　

正
定
寺
殿

36
―
14　

元
治
元
年
（
一
八
六
四
）
三
月
付
蓮
如
影
像
願
に
つ
き
上
納
目
録

　
　
　

上
納
目
録

御
黒
衣
四
番
形

　

信
証
院
様
冥
加

　
　

御
礼
金
子
壱
両

　
　
　

極
印
料　

銀
壱
匁

　
　

〆

　
　

右
令　

上
納
候
訖

元
治
元
年

　

子
三
月　

極
印
所
（
印
「
六
条
御
殿
／
極
印
所
」）

　
　
　
　

江
州

　
　
　
　
　

正
定
寺
殿

36
―
15　

慶
応
元
年
（
一
八
六
五
）
十
二
月
二
十
五
日
付
蓮
如
影
像
免
許
状

依
望
其
道
場
江　
　

信
証
院
御
影
被
成　
　

御
免
、
則　

御
名
御
裏
御
染
筆
被
遊
下

候
間
、
難
有
可
被
存
候
、
為
其
如
斯
候
也

　
　
　
　

粟
津
大
進
法
眼

　
　
　
　
　
　
　

元
好
（
花
押
）

慶
応
元
年

　

十
二
月
廿
五
日

　
　
　
　

下
間
民
部
卿
法
眼

　
　
　
　
　
　
　

頼
世
（
花
押
）

江
州
坂
田
郡

七
条
村

　

道
場



同
朋
大
学
佛
教
文
化
研
究
所
紀
要　

第
三
十
六
号

一
六
〇

　
　

正
定
寺

　
　
　

願
主

　
　
　
　
　

時
照

36
―
16　

慶
応
二
年
（
一
八
六
六
）
八
月
二
十
六
日
付
蓮
如
影
像
箱
願
に
つ
き
銀
子

覚
　
　
　

覚

御
黒
衣

　

信
証
院
様　

子
三
月
願

　

御
箱
頂
戴

　

一
、
銀
八
匁
六
分　
　

御
礼

　

一
、
同
廿
弐
匁
六
分　

御
届

　
　
　
　
　
　
　

銀
壱
両　
　

二

　
　
　
　
　
　
　

同
三
匁　
　

二

　
　
　
　
　
　
　

同
弐
匁　
　

四

一
、
同　

三
匁
三
分　
　

掛
分
銀
打

　

〆
銀
三
拾
四
匁
五
分

　

右
へ

　
　
　

金
壱
分
弐
朱　

受
取

　
　
　

代
銀
三
拾
七
匁
五
分

差
引

　
　
　

銀
三
匁　
　
　

過

　
　
　
　
　

此
銭
弐
百
文

寅
八
月
廿
六
日　

極
印
所
（
印
「
六
条
御
殿
／
極
印
所
」）

　
　
　
　

江
州

　
　
　
　
　

正
定
寺
殿

36
―
18　

年
未
詳
四
月
十
四
日
付
河
内
屋
六
右
衛
門
書
状

三
月
十
三
日
出
之
御
状
、
晦
日
着
仕
候
所
拝
見
仕
候
、
春
暖
之
砌
御
座
候
処
、
先
以

其
御
地　
　

御
尊
寺
様
益
御
壮
健
被
成
御
座
奉
賀
候
、
然
者
蓮
如
様
御
表
料
惣
金
ニ

相
成
候
付
、
三
歩
弐
朱
増
金
御
差
登
有
之
候
間
、
早
速
右
之
通
願
直
し
置
候
、
依
之

極
印
勘
定
書
并
此
度
之
残
金
弐
朱
分
四
文
御
戻
し
申
上
候
御
地
着
之
上
、
御
落
手
可

被
下
候
、
猶
亦　
　

御
讃
御
染
筆
申
趣
被　

仰
越
候
へ
ハ
御
讃
之
義
ハ
願
上
候
へ

ハ
、
別
段
御
礼
銀
弐
枚
ニ
御
座
候
間
、
願
書
料
と
も
凡
一
両
一
歩
御
差
登
無
之
候
半

而
ハ
御
讃
ハ
無
之
候
間
、
左
様
御
承
知
被
下
候
、
先
ハ
右
用
事
而
巳
御
答
申
上
度
如

此
ニ
御
座
候
、
已
上

　
　
　
　
　
　
　

河
内
屋

　

四
月
十
四
日　
　

六
右
衛
門

正
定
寺
様

36
―
19　

年
未
詳
領
法
俗
道
場
願
に
つ
き
覚

　
　
　

覚



【
特
別
調
査
報
告
】
旧
七
条
村
道
場
史
料

一
六
一

　
　
　
　
　
　
　
　

坂
田
郡
七
条
村

一
、　　
　
　
　
　
　
　
　

左
近
右
衛
門

右
者
於
寺
法
筋
者
往
古
ゟ
俗
道
場
之
取
斗
ニ
罷
在
、
則　
　

関
東　

御
代
替
り
ニ
者　
　

本
山
江
誓
紙
上
京
も
仕
間
、
亦
近
年
木
仏
尊
像　

祖
師
御
影
等
相
願
候
ニ
付
従　

本

山
御
免
、
其
節
正
定
寺
と
呼
寺
号
被
下
候
事
ニ
御
座
候
、
就
而
者　
　

御
領
法
江
俗

道
場
之
義
不
顕
儀
、
右
左
近
右
衛
門
先
代
ゟ
深
歎
居
候
次
第
、
毎
々
大
通
寺
江
も
申

出
候
、
何
卒
出
格
之
以　
　

御
憐
愍
宗
門
御
帳
面
ニ
俗
道
場
之
看
庵
御
許
容
被
成
遣

被
下
候
ハ
者
左
近
右
衛
門
取
斗
有
難
仕
合
ニ
可
被
存
候
、
此
段
幾
重
ニ
も　
　

御
領

掌
被
成
下
候
様
御
願
可
被
申
上
旨
院
主
被
申
付
、
如
斯
ニ
御
座
候
、
以
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
通
寺
役
者

37　

明
治
十
年
（
一
八
七
七
）
九
月
付
仏
器
什
物
取
調
下
書
（「
仏
器
什
物
取
調
下

書
并
ニ
雛
形
色
々
」
所
収
）

　
　

仏
器
什
物
取
調
書

一
、
本
尊
阿
弥
陀
如
来　

木
像
長
壱
尺
五
寸　

壱
体

一
、
宗
祖
見
真
大
師
真
影　

三
番
形　
　
　
　

壱
軸

一
、
連（

蓮
）如

聖
（
マ
マ
）人

真
影　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

壱
軸

一
、
三
部
経　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

壱
部

一
、
三
帖
和
讃　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

壱
組

一
、
五
帖
御
文　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

壱
組

一
、
輪
鐙（

灯
）　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

壱
対

一
、
三
ツ
具
足　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
組

一
、
仏
飯
器　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

四
ツ

一
、
供
笥　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

弐
対

一
、
和
讃
卓　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

壱
ツ

一
、
打
敷　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
枚

一
、
鏧　
　

鏧
基
壱
ツ　
　
　
　
　
　

八
寸
ノ
壱
ツ

　
　
　

右
之
通
リ
相
違
無
御
座
候
也

　
　
　
　
　
　

滋
賀
県
下
近
江
国
阪
田
郡
第
拾
四
区
七
条
村

　
　
　
　
　
　
　
　
　

拾
五
番
地
正
定
寺
道
場
中
野
栄
与
茂

滋
賀
県
権
令
籠
手
田
安
定
殿

　

明
治
十
年

　
　
　
　

丑
九
月
書
調

38　

明
治
十
二
年
（
一
八
七
九
）
十
一
月
二
十
五
日
付
一
般
末
寺
編
入
願
書

（
表
紙
上
書
）

「
末
寺
編
入
御
願
書

　
　
　

滋
賀
県
下

　
　
　
　

近
江
国
阪
田
郡
七
条
村
」

　
　
　

末
寺
編
入
御
願



同
朋
大
学
佛
教
文
化
研
究
所
紀
要　

第
三
十
六
号

一
六
二

　
　
　

滋
賀
県
下

　
　
　
　
　

近
江
国
阪
田
郡
七
条
村

　
　
　
　
　
　
　

第
拾
五
番
地
正
定
寺

右
者
従
来
同
国
同
郡
長
浜
大
通
寺
下
正
定
寺
御
座
候
処
、
別
紙
詳
細
書
之
通
リ
、
永

世
保
存
之
見
込
モ
有
之
儀
ニ
付
、
今
般
寺
院
明
細
更
正
ニ
際
シ
、
一
般
末
寺
エ
御
編

入
相
成
度
所
属
寺
添
書
及
ヒ
詳
細
書
相
添
、
檀
家
一
流
連
署
ヲ
以
奉
願
上
候
也

　

明
治
十
二
年

　
　

卯
十
一
月
廿
五
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

右
之
正
定
寺
檀
家

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
野
栄
与
茂
（
印
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

木
村
利
三
郎
（
印
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
野
藤
七
（
印
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

木
村
重
治
郎
（
印
）

議
事

　

少
教
正
長
円
立
殿



一
八
五

　
　
　

執
筆
者
紹
介

小　

山　

正　

文
（
研
究
顧
問
）

新　

野　

和　

暢
（
客
員
研
究
員　

名
古
屋
大
谷
高
校
教
諭
）

市　

野　

智　

行
（
客
員
研
究
員　

本
学
非
常
勤
講
師
）

木　

越　

祐　

馨
（
加
能
地
域
史
研
究
会
代
表
）

藤　

井　

由
紀
子
（
所
員
）

中　

川　
　
　

剛
（
客
員
研
究
員　

愛
知
学
院
大
学　

博
士
課
程
後
期
）

高　

木　

祐　

紀
（
客
員
研
究
員
）

小　

川　

徳　

水
（
西
嚴
寺
住
職
）

工　

藤　

克　

洋
（
客
員
所
員　

京
都
産
業
大
学
史
編
纂
室
嘱
託
員
）

松　

金　

直　

美
（
客
員
所
員　

真
宗
大
谷
派
教
学
研
究
所
助
手
）

脊　

古　

真　

哉
（
客
員
所
員　

本
学
非
常
勤
講
師
）

同
朋
大
学
佛
教
文
化
研
究
所
紀
要　
第
三
十
六
号

平
成
二
十
九
年
三
月
二
十
五
日　

印
刷

平
成
二
十
九
年
三
月
三
十
一
日　

発
行

名
古
屋
市
中
村
区
稲
葉
地
町
七
―
一

　

編 

集 

者　
　

 

同
朋
大
学
佛
教
文
化
研
究
所

　
　

幹　
　

事　
　

安　

藤　
　
　

弥

　

電
話　

〇
五
二
―
四
一
一
―
一
三
七
三

　

発 

行 

所　
　

 

同
朋
大
学
佛
教
文
化
研
究
所

　

印 

刷 

所　
　

 

株 

式 

会 

社　
　

カ 

ミ 

ヤ 

マ




